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歌川豊国（3 世）画　[ 蔦屋吉蔵 ]　[ 嘉永 7 (1854) 年 ]　
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（『[ 豊國十二ヶ月]』所収）
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『海底二万里』―プラトンのアトランティス―
舟 口 永 恭

国立国会図書館の蔵書から

　
『
海
底
二
万
里（
１
）』
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
ジ
ュ
ー

ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
（
１
８
２
８
～
１
９
０
５
）
の
科
学

小
説
で
す
。
１
８
６
９
年
か
ら
70
年
に
か
け
て
雑
誌

『
教
育
娯
楽
雑
誌（

２
）』（M

agasin d’éducation et de 

récréation

）
に
連
載
さ
れ
、
単
行
本
と
し
て
も
69

年
に
第
一
部
、翌
年
に
第
二
部
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
１
８
７
１
年
に
は
挿
絵
版
が
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す（

３
）。

　

産
業
革
命
の
恩
恵
が
社
会
に
浸
透
し
始
め
た
当

時
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
科
学
技
術
に
着
目
し
て
、
魔
法
で
は
な
く
科
学
に

よ
っ
て
空
想
を
広
げ
、
数
多
く
の
物
語
を
執
筆
し
ま

し
た
。
後
に
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
父
と

称
え
ら
れ
る
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
著
作
は
世
界
中
で
人
気
を

博
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
翻
訳
図
書
出
版
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
第
2
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す（

４
）。『
海

底
二
万
里
』
は
、そ
ん
な
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
代
表
作
で
す
。

　

物
語
は
１
８
６
６
年
、
大
西
洋
や
太
平
洋
で
正
体

不
明
の
巨
大
な
物
体
が
目
撃
さ
れ
、
世
間
を
騒
が
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
未
知
の
巨
大
生
物
と

思
し
き
こ
の
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
、
海
洋
生
物
の

専
門
家
で
あ
る
ア
ロ
ナ
ッ
ク
ス
を
乗
せ
た
軍
艦
は
航

海
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
巨
大
生
物
と
遭

遇
し
た
一
行
は
、
そ
の
素
早
さ
、
頑
丈
さ
に
歯
が
立

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
正
体
は
、
ネ
モ
船
長
と
い
う
謎
め

い
た
人
物
が
操
る
潜
水
艦
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
」
で
し

た
。
ア
ロ
ナ
ッ
ク
ス
達
は
翻
弄
さ
れ
る
軍
艦
か
ら
投

げ
出
さ
れ
、
漂
流
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
ネ
モ
船
長
に

今 月 の 一 冊

Twenty thousand leagues under the seas
by Jules Verne, London : Sampson Low, Marston, Searle & 
Rivington, 1885 303 p.; 21 cm<請求記号 35-328>

表紙（上）潜水艦「ノーチラス号」
（右）ジュール・ヴェルヌ（出典：

Wikimedia Commons（https://
commons.wikimedia.org/wiki/
File:Félix_Nadar_1820-1910_
portraits_Jules_Verne.jpg））
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救
助
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
ネ
モ
船
長
の

世
界
周
航
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
旅
の
途
中
、
彼
ら
は
大
西
洋
の
海
底
遺
跡
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
太
古
の
昔
、
一
昼
夜
で
海
に
呑

ま
れ
た
と
伝
わ
る
大
陸
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
で
す
。
こ

の
遺
跡
探
訪
の
場
面
は
短
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る

一
冊
で
も
、10
頁
未
満
の
短
い
一
幕
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ネ
モ
船
長
一
行
が
海
底
火
山
の
閃
光
に
照

ら
さ
れ
る
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
を
一
望
す
る
様
子
は
、

刊
本
に
よ
っ
て
は
挿
絵
付
き
で
描
か
れ
、
読
者
に
強

い
印
象
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
描
写
が

後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、『
海
底
二
万
里
』は
、

そ
れ
ま
で
古
典
に
精
通
し
た
人
の
み
が
知
る
存
在
で

あ
っ
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
、
広
く
大
衆
に
認
知
さ

れ
て
い
く
転
換
点
と
な
り
ま
す（

５
）。

　
『
海
底
二
万
里
』
で
の
描
写
の
中
で
、
こ
の
遺
跡

は
「
プ
ラ
ト
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
れ
は
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説
の
情
報
源
が
、

紀
元
前
４
世
紀
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
の

『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
と
『
ク
リ
テ
ィ
ア
ス
』
で
あ
る

た
め
で
す
。
プ
ラ
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ギ
リ
シ

ア
か
ら
さ
ら
に
遡
る
こ
と
９
千
年
の
昔
、
大
西
洋
の

大
陸
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は
、
海
神
ポ
セ
イ
ド
ン
の
子

孫
に
統
治
さ
れ
栄
え
る
強
国
で
し
た
。
し
か
し
、
神

の
血
を
引
き
聡
明
で
あ
っ
た
支
配
者
達
は
、
人
間
と

の
混
合
が
進
む
に
つ
れ
次
第
に
即
物
的
欲
求
に
囚
わ

れ
、
地
中
海
全
域
を
支
配
せ
ん
と
侵
略
に
乗
り
出
し

アトランティスの遺跡

アトランティスでの滞在時間はわずかで、一行はすぐ
に南極方面に出発します。画像は南極点に旗を立てる
ネモ船長。

ラ フ ァ エ ロ「 ア テ ナ イ の
学 堂 」 に 描 か れ た プ ラ ト
ン。 左 手 に 抱 え て い る の
は『 テ ィ マ イ オ ス 』。（ 出
典：Wikimedia Commons

（https://commons.wikimedia.
org/wiki/File:Raffael_058.
jpg））
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ま
す
。
太
古
の
ア
テ
ナ
イ
（
ア
テ
ネ
）
は
周
辺
諸
国

と
団
結
し
て
こ
れ
に
抗
し
、
激
戦
の
末
、
辛
く
も
地

中
海
の
自
由
を
守
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
震
と
洪

水
を
繰
り
返
す
過
酷
な
一
日
が
世
界
を
襲
い
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
は
海
没
し
た
と
さ
れ
ま
す（

６
）。

　

プ
ラ
ト
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説
は
、
侵
略
国

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
に
対
す
る
ア
テ
ナ
イ
の
抗
戦
を
伝

え
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
強
国
へ
の
抵
抗
は
、『
海

底
二
万
里
』
の
ネ
モ
船
長
の
精
神
性
と
も
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ネ
モ
船
長
は
、
漂
流
者
で
あ
る
ア
ロ
ナ
ッ
ク
ス
を

救
助
し
、
セ
イ
ロ
ン
島
沿
岸
で
は
サ
メ
に
襲
わ
れ
た

漁
師
の
た
め
に
戦
う
人
道
的
精
神
を
持
つ
一
方
で
、

征
服
者
で
あ
る
列
強
諸
国
へ
の
激
し
い
憎
悪
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
ネ
モ
船
長
は
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
後
の
作
品

で
あ
る
『
神
秘
の
島
』
で
再
び
登
場
し
ま
す
が
、
そ

こ
で
語
ら
れ
る
来
歴
に
よ
れ
ば
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス
支

配
下
の
イ
ン
ド
で
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、
反
乱
を
主

導
し
家
族
を
失
っ
た
人
物
で
す（

７
）。『
海
底
二
万
里
』

に
お
い
て
も
、
ネ
モ
船
長
は
地
上
で
支
配
に
抗
う

人
々
に
海
底
の
財
宝
を
提
供
し
、
海
上
で
列
強
の
艦

船
と
遭
遇
し
た
際
に
は
容
赦
な
く
襲
い
か
か
る
場
面

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
二
面
性
を
抱
え
る
ネ
モ
船
長
は
、
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
の
遺
跡
で
、
苔
む
し
た
石
碑
を
前
に
無

言
の
恍
惚
に
浸
り
ま
す
。
幅
広
い
学
問
に
通
じ
、
自

身
の
設
計
し
た
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
に
図
書
室
ま
で
備
え

（上）ノーチラス号の図書室には、一万二千冊の蔵書が収められていました。
（右）ノーチラス号の攻撃で沈む列強の艦船。ネモ船長の復讐心は、植民地支配

が拡大した 19 世紀当時の思潮の表れとも解釈できるかもしれません。

ヴェルヌの後年の作品『神秘の島』には晩年のネモ船
長（上図左端）が登場し、『海底二万里』では不明だっ
た彼の出自が明らかになります。かつて旅を共にしたア
ロナックス達についても言及があります。（出典：Jules 
Verne, The secret of the island, tr. from the French by W. H. 
G. Kingston, London : J.M. Dent, 1879-1885 <請求記号 35-
332>）
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て
い
た
彼
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説

も
ま
た
熟
知
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
伝
説

は
、
彼
が
訪
れ
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
、
地
中
海
世

界
を
脅
か
し
た
過
去
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
侵
略
に
抗
っ
た
地
中
海
世
界

は
、
欧
州
諸
国
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。

ネ
モ
船
長
の
祖
国
を
支
配
下
に
お
い
た
欧
州
列
強
に

も
ま
た
、
太
古
の
時
代
、
自
身
の
自
由
を
か
け
た
戦

い
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
歴
史
の
命
運
を
想
う
と
き
、

彼
の
胸
中
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
を
前
に
し
て
こ
み
上
げ
た
そ

の
想
い
が
、
作
中
で
明
確
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
稿
で
ご
紹
介
し
た
の
は
、
刊
行
年
が
確
認
で
き

る
も
の
の
う
ち
、
当
館
所
蔵
の
挿
絵
版
と
し
て
最

も
古
い
資
料
で
あ
る
英
語
版
のT

w
enty thousand 

leagues under the seas

で
す
。
こ
の
一
冊
を
手
に

取
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
伝
え
る
伝
説
や
、
ネ
モ
船
長
の

心
の
内
に
も
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
改
め
て
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ス
の
挿
絵
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
わ

ず
か
な
数
頁
が
、
太
古
か
ら
変
わ
ら
ず
人
類
が
も
つ

自
由
へ
の
意
思
を
、
懸
命
に
叫
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
の
は
、
海
底
に
国
の
跡
を
見
る
か
の
よ
う

な
、
筆
者
の
幻
想
で
し
ょ
う
か
。

1 原題はVingt mille lieues sous les mers。邦題は『海底二万海里』や『海底二万マイル』なども知られるが、本稿では『海底二万里』を用いる。
2 邦題は当館所蔵の復刻版（Athena Press, 2008-2018）< 請求記号 Z57-A31> の邦訳に倣った。
3 出版情報については次の文献が詳しい。石橋正孝「『海底二万里』改訂作業途中経過」『Excelsior!』3, 2009.3, pp.75-81 < 請求記号 Z71-X796>。
4 UNESCOウェブサイト“Index Translationum.”（https://www.unesco.org/xtrans/bsstatexp.aspx?crit1L=5&nTyp=min&topN=50）参照。なお、第1位
はアガサ・クリスティ。最終アクセス日：2023 年 9月19日。
5 ロナルド・H. フリッツェ（尾澤和幸訳）『捏造される歴史』原書房, 2012, pp.51-52 < 請求記号 G11-J23>
6 田中美知太郎・藤沢令夫 編『プラトン全集 12』岩波書店 , 1987, pp.22-24, 234-249 https://dl.ndl.go.jp/pid/12263154/
7 『ヴェルヌ全集 第 22』集英社 , 1969, pp.236-238 < 請求記号 953-cV53v>

○参考文献
『ユリイカ』9(5), 1977.5 < 請求記号 Z13-1137>
『日本児童文学』24(6), 1978.6 < 請求記号 Z13-450>
『イメージの博物誌 28』平凡社 , 1994 < 請求記号 SB391-123>
『Excelsior!』5, 2011.5 < 請求記号 Z71-X796>

アトランティスの広がり
ヴェルヌ以後、アトランティスは様々な形で世界に知られていきました。
当館資料から、その過程の一部をご紹介します。

井上勤（1850-1928）はヴェルヌの著作を精力
的に翻訳し、明治時代における西洋の冒険小
説ブームをけん引しました。井上が『海底二万
里』を翻訳した『海底紀行　六万英里』は明
治17（1884）年に刊行され、日本にもアトラン
ティスが知られていくことになります。

（左）https://dl.ndl.go.jp/pid/896742/1/210
（右）https://dl.ndl.go.jp/pid/896742/1/1

『海底二万里』後、アトランティスは多くの創作物のモチーフとなっていきます。さらに、
その存在を信じる人々の様々な主張も展開されました。
特に、アトランティスの実在を主張するドネリーの Atlantis: the antediluvian world や、
ブラヴァツキーの Isis unveiled: a master-key to the mysteries of ancient and modern 
science and theology などはアトランティスの知名度に大きな影響を与えます。
ちなみにドネリーが自著で示した地図上のアトランティス（左図）は、ノーチラス号の
航路（中央図）上にありました。

（左）Ignatius Donnelly, Atlantis: the antediluvian world, New York : Harper & 
brothers, [c1882] < 請求記号 41-60>

（中央）Jules Verne, Twenty thousand leagues under the seas, London : Sampson 
Low, Marston, Searle & Rivington, 1885 <請求記号 35-328>

（右）H. P. Blavatsky, Isis unveiled : a master-key to the mysteries of ancient and 
modern science and theology, New York : J.W. Bouton. 1886, c1877 < 請求記号 96-
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略歴 　

1934年1月21日 東京市目黒区に生まれる
  集団疎開、縁故疎開のため山梨県、長野県、千葉県の国民学校を
  転 と々し、１９５３年3月東京都立大学付属高等学校卒業
1954年4月　 東京大学教養学部入学
1956年4月　 東京大学文学部国史学科進学
１９５８年３月　 東京大学文学部国史学科卒業
　　　　　    卒業論文：大同団結運動の一考察
1960年3月　 東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程修士課程修了
  修士論文：帝国議会初期における自由党の構造と機能
1960年4月　 博士課程進学（翌年3月中退）
1961年4月　 東京大学教養学部助手
1964年4月　 同講師
1967年2月　 同助教授
1972年4月　 国立国会図書館非常勤調査員として憲政関係資料の調査にあた
  る（翌年9月まで）。
1973年10月     オ ーストラリアに出張、オーストラリア国立大学太平洋学研究所極
　　　　　　 東史部門客員研究員（1975年4月帰国）
1982年4月　 東京大学教養学部教授（1988年より大学院総合文化研究科担
  当、1994年3月定年退職）
1994年4月　 中央大学文学部教授（2004年3月定年退職）
1995年7月　 国立国会図書館客員調査員として憲政関係資料の調査にあたり、
  「伊藤博文関係文書（その1）」「同（その２）」の書簡の整理等を行
  う（２０００年３月まで）
2020年2月29日　 逝去

鳥海　靖（とりうみ　やすし）氏
写真は 『中央大学文学部紀要』通号 201, 
2004.3 ＜Z22-418＞

　　　―研究と編纂を振り返って―
  伊藤博文の文書　　　
  歴史学者　鳥海 靖 氏に聞く

当館憲政資料室は伊藤博文旧蔵の文書を所蔵しています。
平成 28（2016）年、当館は、伊藤博文研究の第一人者にして、『伊藤博文関係文書』（塙
書房）の編纂にも携わった鳥海靖氏（東京大学名誉教授・元当館客員調査員）から聞き
取りを行いました。60 年近い学究生活のお話は、日本近代史研究の軌跡にもかかわるもの
でした。聞き取りの内容を誌上で公開します。　　　　

　　　　　（文責 本誌編集担当）

著作
『日本近代史講義  明治立憲制の形成とそ
の理念』（東京大学出版会 , 1988）をは
じめ、多数。『伊藤博文関係文書』全９巻

（塙書房 ,1973-1981）や教科書・事
典類の編纂にもかかわった。
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今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
海
で
ご
ざ

い
ま
す
。
随
分
昔
に
な
り
ま
す
が
、こ
こ［
憲

政
資
料
室
］
の
非
常
勤
の
調
査
員
を
大
学
で

教
え
る
か
た
わ
ら
し
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
伊
藤
博
文
文
書（
１
）に
つ
い
て
も
色
々
な
こ

と
が
あ
る
の
で
私
も
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
多

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
、
覚
え
て
い
る
限
り

お
話
で
き
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。

研
究
の
経
歴

　

ま
ず
最
初
に
私
自
身
の
研
究
の
経
歴
と
、

そ
の
中
で
憲
政
資
料
室
と
ど
う
い
う
形
で
接

触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
そ
の
あ
た

り
の
話
か
ら
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
が
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
確
か

１
９
５
８
年
で
、も
う
50
年
近
く
前
に
な
り
、

そ
れ
か
ら
修
士
課
程
に
進
ん
だ
わ
け
で
、
博

士
課
程
の
1
年
目
に
東
大
教
養
学
部
の
助
手

と
し
て
駒
場
の
方
に
移
り
ま
し
た
。

　

卒
業
論
文
や
修
士
論
文
で
扱
っ
た
テ
ー
マ

は
、
明
治
の
自
由
民
権
運
動
で
―
―
そ
の
当

時
は
自
由
民
権
運
動
の
研
究
が
盛
ん
で
し
て

ね
―
―
明
治
政
府
が
絶
対
主
義
的
専
制
政
府

で
あ
る
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
た
わ

け
で
す
。
自
由
民
権
運
動
は
そ
の
打
倒
を
目

指
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
運
動
で

あ
る
と
。
私
は
そ
う
い
う
評
価
に
納
得
い
か

な
か
っ
た
。
立
憲
政
治
の
実
現
と
い
う
問
題

は
明
治
の
初
め
に
政
府
側
か
ら
言
い
出
し
て

自
由
民
権
派
が
乗
る
形
で
両
者
が
競
合
し

て
、
共
通
の
目
標
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
が

絶
対
専
制
政
府
と
い
う
見
方
に
疑
問
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
後
の
政
党
活
動
に
つ
な
げ
る

と
い
う
意
味
で
、
議
会
開
設
前
後
の
政
党
の

こ
と
を
取
り
上
げ
た
。［
卒
業
論
文
で
］
大

同
団
結
運
動（
２
）
と
い
う
の
を
最
初
に
や
っ
て
、

初
期
議
会
の
自
由
党
を
修
士
論
文
で
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
憲
政
資
料
室
利
用

　

一
番
最
初
に
憲
政
資
料
室
に
来
た
の
は
、

大
同
団
結
運
動
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め

で
、
主
と
し
て
使
っ
た
の
は
三
島
［
通み
ち
つ
ね庸
関

係
］文
書（
３
）で
し
た
。三
島
文
書
が
こ
こ
に
入
っ

た
ば
か
り
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
の
当

時
憲
政
資
料
室
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、

大
久
保
利と
し
あ
き謙
先
生
［
職
員
］
や
藤
井
貞さ
だ
ふ
み文
先

生
［
職
員
］
だ
っ
た
か
な

　

藤
井
先
生
の
方
と
は
あ
ま
り
接
触
な
か
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
久
保
先
生
は
大
学

の
方
に
非
常
勤
講
師
で
来
て
お
ら
れ
た
関
係

も
あ
っ
て
、
色
々
卒
論
を
作
る
上
で
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
井
先
生
に
は
非
常
に
怒
ら
れ
た
こ
と
だ

け
覚
え
て
い
ま
す
。
資
料
を
見
て
、
間
に
は

さ
ん
で
あ
っ
た
栞し
お
り
だ
っ
た
か
小
さ
な
紙
を

落
っ
こ
と
し
た
ん
で
す
ね
。
紙
１
枚
、
小
さ

な
こ
れ
く
ら
い
の
紙
１
枚
。
気
が
付
か
な

か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
そ
れ
を
落
っ
こ
と
し

て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
藤
井
先
生

は
大
分
激
怒
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
後

で
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
あ
い
う
若
い
者

に
は
資
料
を
見
せ
る
な
」
と
言
っ
た
と
い
う

話
を
後
か
ら
聞
き
ま
し
た
。 

と
に
か
く
謝
っ

て
謝
っ
て
、
見
せ
て
も
ら
っ
て
。

　

あ
の
当
時
は
あ
ま
り
三
島
文
書
は
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。［
手
書
き

の
文
書
を
］
殆
ど
使
わ
な
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
手
書
き
の
文
書
を
読
む
能
力
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
比
較
的
読
み
や

す
い
三
島
文
書
の
報
告
書
。
報
告
書
は
大
体

楷
書
で
書
く
か
ら
そ
う
い
う
も
の
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
大
教
養
学
部
図
書
館
の
副
館
長
と
な
る

　

そ
の
後
、
博
士
課
程
を
一
年
終
わ
っ
た
と

大久保 利謙 氏

（1900～1995）

歴 史 学 者　 大 久 保 利

通 の 孫。1949 年 か ら

1990 年まで 憲 政 資 料

室の資料収集に携わっ

た。 写真は『日本古書

通信』28(12）（413, 復

刊 236）,1963.12.15

＜Z21-160＞

聞き取りの概要と本記事の作成方法
 聞き取りの概要
　正式名称 近現代政治史料に関する説明聴取会
　開催日  平成 28（2016）年 12 月21日
　開催場所　 国立国会図書館東京本館内会議室
　テーマ  伊藤博文関係文書について
　話者  鳥海靖氏（東京大学名誉教授・元当館客員調査員） 　　　　　　　　　　　　　
　聴講者  国立国会図書館職員 計 10 名（憲政資料室の業務に携わる職員等）

本記事の作成方法
・本記事は、上記の聞き取りにおける鳥海先生の講義形式のお話及び質疑応答の内容を記事化したものです。
 ・講義部分は、間投詞や繰り返し部分を省くなど若干の修正を行っています。
 ・質疑部分は、一部の質問をピックアップした上で、質問の順序及び内容を再編しています。回答部分は一部割愛を行っています。
・ 読者の便のため、小見出し・資料写真・キャプション・ルビ・聞き取りで言及のあった研究者の一覧・註などを補いました。
・本文中で編集担当が補った部分は［　　］内に記しました。
・聞き取り中で言及があった研究者の生年等については、本記事 pp.12-13 をご覧ください。

6国立国会図書館月報 751号 2023.11



こ
ろ
で
助
手
の
ポ
ス
ト
が
空
い
た
と
い
う
こ

と
で
、
東
大
教
養
学
部
の
助
手
に
な
り
ま
し

た
。

　

先
任
者
だ
っ
た
の
は
、
古
代
史
の
黛
ま
ゆ
ず
み

［
弘ひ
ろ
み
ち道
］
先
生
で
、
こ
の
方
は
学
習
院
大
学

の
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
後
の
ポ
ス
ト

が
空
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
は
近
現
代

史
の
人
間
は
殆
ど
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

新
し
い
助
手
を
採
用
す
る
の
で
あ
っ
た
ら
近

現
代
史
の
研
究
を
し
て
い
る
人
物
が
い
い
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
た
ま
た
ま
私
の
と
こ

ろ
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
よ
う
で
非
常

に
幸
運
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
後
、
3

年
間
助
手
を
務
め
て
、
専
任
講
師
に
し
て
も

ら
っ
た
。　

　

そ
れ
で
、
教
養
学
部
図
書
館
の
副
館
長
を

一
緒
に
や
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
東
大

教
養
学
部
図
書
館
の
副
館
長
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
「
伊
藤
家
文
書
」
と

触
れ
合
う
最
初
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
図
書
館
の
中
に
、
古
い
文
献
が
た
く

さ
ん
山
の
よ
う
に
積
ん
で
あ
り
、
埃
に
ま
み

れ
て
誰
も
見
て
い
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
ど
う
い
う
わ
け
か
海
軍
の
経
理

学
校
の
蔵
書
が
そ
っ
く
り
図
書
館
に
入
っ
た

ら
し
い
ん
で
す
ね
。
海
軍
文
庫
と
い
う
ハ
ン

コ
が
押
し
て
あ
り
ま
し
た
。
掘
り
出
し
も
の

は
な
い
か
っ
て
探
し
ま
し
た
。
大
学
の
大た
い
せ
い勢

と
し
て
は
こ
う
い
う
も
の
は
廃
棄
処
分
に
し

よ
う
な
ど
と
、
言
っ
て
い
た
ら
し
い
ん
で
す

よ
ね
。

タ
イ
プ
版
の
「
伊
藤
家
文
書
」
を
発
見

　

そ
れ
で
も
何
か
あ
る
だ
ろ
う
と
見
て
い
る

う
ち
に
、「
伊
藤
家
文
書
」（
写
真
）
が
見
つ

か
っ
た
わ
け
で
す
。和
綴
じ
の
91
冊
で
す
か
、

［
91
冊
］
全
部
は
な
か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど

も
、
と
に
か
く
そ
れ
が
埃
に
ま
み
れ
て
横
積

み
に
な
っ
て
倉
庫
の
中
に
あ
り
ま
し
て
ね
。

　

そ
れ
を
見
て
、
こ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
資

料
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
平
塚
篤（
４
）
が
編
集
し
た
タ
イ
プ
版
の
資
料

で
、
こ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
置
い
と
く
と
、
埃
に
ま
み
れ
た
ま

ま
誰
も
使
わ
な
い
、
下
手
す
る
と
廃
棄
処
分

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は

大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
個
人
の
研
究
室
に
そ

れ
を
移
管
し
て
も
ら
っ
て
、
研
究
室
で
そ
れ

を
少
し
ず
つ
見
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

み
ん
な
海
軍
文
庫
の
は
ん
こ
が
押
し
て

あ
っ
て
、
海
軍
の
経
理
学
校
の
蔵
書
だ
と
後

か
ら
聞
き
ま
し
た
。
海
軍
経
理
学
校
の
蔵
書

が
駒
場
の
図
書
館
に
入
っ
た
い
き
さ
つ
は
誰

も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
個
人
の
研
究

室
に
移
管
し
て
も
ら
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

と
き
、
伊
藤
隆
先
生
［
日
本
近
代
史
の
研
究

者
、
そ
の
頃
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助

手
や
教
養
学
部
助
手
を
務
め
る
］
が
東
大
の

社
研
か
ら
一
時
駒
場
に
来
ら
れ
た
時
期
な
ん

で
、
こ
れ
は
貴
重
な
資
料
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と

調
べ
て
み
よ
う
や
、
と
、
最
初
は
２
人
で
始

め
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

む
ろ
ん
伊
藤
博
文
関
係
の
も
の
は
、
活
字

に
な
っ
た
資
料
な
り
伝
記
な
り
が
山
の
よ
う

に
あ
り
、『
伊
藤
博
文
伝
』
３
冊
、
昭
和
15

年
に
出
さ
れ
た
も
の
が
一
番
伊
藤
の
伝
記
と

し
て
は
大
部
な
も
の
で
、
一
番
信
頼
の
で
き

る
も
の
だ
っ
た
。［
そ
の
記
述
が
］
間
違
っ

て
い
る
の
を
発
見
し
た
と
い
う
の
は
自
慢
話

に
な
り
ま
す
が
、
私
が
最
初
の
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。［『
伊
藤
博
文
伝
』に
は
］

貴
重
な
資
料
が
た
く
さ
ん
引
用
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
種
々
の
文
書
、
記
録
類
、
参
考
文
献
。

  「伊藤博文関係文書の編纂刊行」について
　　                            ――伊藤隆氏（歴史学者）の回想

この十年以上に亘る甚だ労力を要する仕事が始まったそもそものきっかけを作ったのは鳥海靖氏で
あったように思う。私が社研の助手になった暫く後に彼は東大教養学部の人文の助手になっ
た。そしてある日彼から、教養学部の図書館の古い書庫の中に旧海軍の図書があり、その中に
『伊藤家文書』がかなりあるという話しがあった。当時、戦前『伊藤博文伝』編纂のために
作成された『伊藤家文書』全九一冊は容易に見られるところがなかった。憲政資料室には全
部揃っていたが、その他には殆どなかったと言って良いであろう。それにこの『伊藤家文書』は
伊藤宛の書簡を人別に配列してあるだけで、年代の推定もしてなかった。それで、別項で述べ
る日本近代史料研究会が発足して資金も少しあったということから、彼と再度図書館の中を捜し
回り、相当量の『伊藤家文書』を捜しだし、借り出した。

�伊藤隆『日本近代史�研究と教育』[伊藤隆 ],�1993,�p.231�<GB411-H153>

当館所蔵のタイプ版「伊藤家文書」　＜憲政史編纂会収集文書６２４＞　憲政資料室所蔵　
平塚篤編。昭和 13（１９３８）～ 17（１９４２）年に編纂。当時伊藤家蔵の伊藤博文宛書簡がタイプ版で印刷されたもの。
和綴本全 91 冊。差出人別に分類されている。右から第１巻表紙、第９１巻表紙、第９１巻奥付。
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海
軍
文
庫
の
中
の
伊
藤
関
係
文
献

　

そ
う
や
っ
て
色
々
探
し
て
い
る
と
、
旧
海

軍
文
庫
の
中
に
貴
重
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。『
秘
書
類
纂（
５
）』［
秘
書
類
纂

刊
行
会
、
１
９
３
３
～
１
９
３
６
］
も
そ
こ

か
ら
見
つ
け
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
24
冊
プ

ラ
ス
３
冊
。
日
清
戦
争
関
係
の
も
の
も
後
で

３
冊
追
加
さ
れ
た
か
ら
、
あ
わ
せ
て
27
冊
。

資
料
と
し
て
非
常
に
膨
大
な
資
料
。

　
［『
秘
書
類
纂
』
は
］
書
類
の
類た
ぐ
いが
中
心
で

す
よ
ね
。
そ
の
他
に
平
塚
篤
が
編
纂
し
た

『
伊
藤
博
文
秘
録
』［
春
秋
社
、
１
９
２
９
～

１
９
３
０
］
が
２
冊
。
こ
れ
は
伊
藤
が
メ
モ

し
た
よ
う
な
覚
書
の
類
と
か
、
書
い
た
け
れ

ど
も
、
発
送
し
な
か
っ
た
書
簡
な
ど
が
確
か

あ
の
中
に
入
っ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
小
松
緑
と
い
う
人
が
編
纂
し

た
『
伊
藤
公
全
集
』［
伊
藤
公
全
集
刊
行
会
、

１
９
２
７
］。
こ
れ
は
伊
藤
の
書
簡
と
か
政

治
演
説
、
学
術
演
説
や
彼
に
か
か
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
そ
う
い
う
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
冊
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
も

あ
っ
た
。

伊
藤
宛
書
簡
の
原
本
調
査
を
志
す

　

問
題
は
、「
伊
藤
家
文
書
」
91
冊
を
ち
ょ
っ

と
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
勿
体
な
い
。

非
常
に
使
い
に
く
い
も
の
で
す
ね
。
発
信
人

が
何
百
何
千
人
と
い
る
の
か
な
、
そ
れ
な
の

に
誰
が
発
信
人
で
あ
る
か
き
ち
ん
と
推
定
し

て
な
い
も
の
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
年
代
が

全
然
推
定
し
て
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
、［
配

列
も
］
ば
ら
ば
ら
。
明
ら
か
に
読
み
間
違
え

だ
な
―
―
タ
イ
プ
版
で
す
け
れ
ど
ね
―
―
意

味
が
通
ら
な
い
な
、
と
い
う
も
の
も
色
々
あ

る
。こ
れ
は
や
は
り
是
非
原
本
に
あ
た
っ
て
、

「
伊
藤
家
文
書
」
を
も
う
少
し
使
い
や
す
い

も
の
に
し
よ
う
と
い
う
、そ
う
い
う
こ
と
で
。

同
世
代
の
研
究
者
と
の
協
働

　

最
初
は
伊
藤
隆
さ
ん
と
話
を
し
た
わ
け
で

す
が
、
ち
ょ
う
ど
あ
そ
こ
に
は
渡
辺
昭
夫
さ

ん
［
国
際
政
治
の
研
究
者
、
鳥
海
氏
と
同
様

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
］
も
い
ま
し

て
、
我
々
３
人
同
世
代
で
す
が
、
渡
辺
昭
夫

さ
ん
は
国
際
関
係
論
の
ほ
う
に
い
っ
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
元
々
は
文
学
部
国
史
出

身
の
方
で
す
か
ら
ね
、
史
料
を
読
む
こ
と
に

関
心
な
り
興
味
が
あ
る
方
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
い
う
方
々
と
語
ら
っ
て
、
そ
れ
か
ら

大
学
院
生
に
坂ば
ん
の
じ
ゅ
ん
じ

野
潤
治
さ
ん
、
3
年
位
後
輩

に
な
る
の
か
な
。そ
れ
か
ら
酒さ
け
だ
ま
さ
と
し

田
正
敏
さ
ん
、

あ
の
方
は
そ
の
当
時
都
立
大
学
の
大
学
院
の

学
生
だ
っ
た
の
か
な
。
あ
の
方
は
、
直
接
ど

う
い
う
こ
と
で
知
り
合
っ
た
か
よ
く
覚
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
そ
う
い
う
人
た
ち

で
色
ん
な
研
究
会
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

洋
書
を
読
む
研
究
会
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
昔
の
史
料
を
読
む
研
究
会
も
あ
っ

て
、
私
の
研
究
室
で
や
っ
て
い
た
と
思
う
け

ど
、
も
う
一
人
、
山
口
利
昭
さ
ん
と
い
う
法

学
部
の
大
学
院
生
だ
っ
た
方
［
も
一
緒
］
で

す
け
ど
も
、
と
に
か
く
全
部
で
数
人
が
集

ま
っ
て
、
こ
の
「
伊
藤
家
文
書
」
を
も
う
少

し
読
み
や
す
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
、
出
来
る
だ
け
原
本
に
あ
た
っ
て
、
と

い
う
こ
と
で
、
憲
政
資
料
室
の
伊
藤
宛
の
来

簡
［「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」（
そ
の
１
）」］

を
、
こ
こ
で
原
本
が
あ
る
も
の
は
原
本
に
あ

た
り
、原
本
が
な
い
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い
、

活
字
化
さ
れ
た
中
に
そ
の
手
紙
が
そ
っ
く
り

引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
信
頼
で

き
そ
う
な
も
の
を
使
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
原

本
が
あ
る
も
の
は
全
部
原
本
で
見
ま
し
た
。　

　

そ
の
他
に
原
本
が
あ
る
も
の
が
、
当
時
、

山
口
県
の
大や
ま
と
ち
ょ
う

和
町
［
現
・
光
市
］
に
伊
藤
公

資
料
館
（
写
真
）
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ

は
原
本
の
も
の
も
い
く
ら
か
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
家
族
宛
の
手
紙
が
残
っ
て
い
て
、

あ
と
そ
れ
に
関
連
し
た
資
料
の
筆
写
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
て
ね
。
憲
政
資
料
室
に
も
あ

り
ま
す
ね
、
筆
写
は
。
だ
け
ど
憲
政
資
料
室

の
は
封
筒
と
か
が
入
っ
て
な
い
。
伊
藤
公
資

料
館
の
ほ
う
に
は
封
筒
と
か
宛
先
と
か
メ
モ

み
た
い
な
も
の
は
封
筒
に
書
い
て
あ
っ
て
、

筆
写
さ
れ
て
残
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
は
わ

か
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
こ
そ
20
年
く
ら
い
前
の

現在の伊藤公資料館（山口県光市）
初代内閣総理大臣・伊藤博文の遺品等を展示して業績を紹介するとともに、幕末から明
治末までの日本の動きを学習する場として開設。伊藤が神奈川県大磯の別荘「滄浪閣」
で使用していた家具や、大礼服などの衣類、硯や筆、常に持ち歩いていた念持仏、昭和38

（1963）年に発行された肖像入りの旧千円札の第一号券等を展示している。　
写真提供：光市教育委員会

『伊藤博文関係文書』第1巻, 塙書房,1973 奥付
＜GB415-21＞
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話
で
す
か
ら
。

　

今
は
大
和
町
と
い
う
町
は
な
く
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
光
市
に
な
っ
た
の
で
す
か
ね
、
あ

そ
こ
に
あ
る
資
料
を
、
若
干
井
上
馨
宛
の
手

紙
な
ん
か
も
あ
っ
た
か
な
あ
、
ご
く
少
数
で

す
が
、
メ
モ
し
て
き
て
ど
こ
か
に
し
ま
っ
て

あ
る
ん
だ
け
ど
、
今
日
来
る
ん
で
探
し
た
ん

だ
け
ど
、
ど
こ
に
し
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
か
。

『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
１
巻
刊
行
ま
で

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
最
初
は
６
人

で
す
よ
ね
。こ
の
６
人
で
研
究
会
を
作
っ
て
。

第
１
巻
の
編
集
に
あ
て
よ
う
と
、
で
き
る
だ

け
原
文
書
に
あ
た
っ
て
、［
原
本
の
書
簡
が
］

憲
政
資
料
室
に
な
い
も
の
は
印
を
つ
け
て
。

［
憲
政
資
料
室
の
原
本
で
あ
る
］「
伊
藤
博
文

文
書
」
に
あ
る
が
［
平
塚
篤
編
］「
伊
藤
家

文
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
も
印

を
。
年
代
推
定
を
し
て
な
い
か
ら
、
で
き
る

だ
け
内
容
に
関
し
て
年
代
推
定
を
し
て
、
そ

れ
を
人
別
に
分
け
て
年
代
順
に
配
列
し
た
。

そ
う
す
る
と
ぐ
っ
と
使
い
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
そ
う
い
う
作
業
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

と
に
か
く
か
な
り
時
間
は
か
か
り
ま
し

た
で
す
け
ど
ね
、
１
９
６
０
年
代
の
中
ご

ろ
か
ら
そ
う
い
う
作
業
を
始
め
て
、
第
1

巻
が
出
た
の
は
73
年
で
す
か
ら
ね
。
随
分

時
間
か
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
話
的
に
言
え
ば
、「
伊

藤
家
文
書
」
は
非
常
に
使
い
づ
ら
か
っ
た

の
が
、『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』［
塙
は
な
わ

書
房
、

１
９
７
３
～
１
９
８
１
］
を
出
す
こ
と
で
随

分
使
い
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

出
版
社
と
し
て
引
き
受
け
る
と
こ
ろ
が
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
塙
書
房
で
幸
い
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
交
渉
は
、
伊
藤
隆
さ
ん
が
ね
。
彼

は
そ
う
い
う
点
で
顔
が
広
い
し
、
話
も
上
手

だ
か
ら
、
う
ま
く
持
ち
か
け
て
、
塙
書
房
で

引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
巻
が
出
た
の
は
１
９
７
３
年
で
す

か
、
全
部
で
第
9
巻
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
私

も
大
部
分
に
参
画
し
た
け
れ
ど
も
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
国
立
大
学
に
招
か
れ
て
、
ど
の

巻
だ
っ
た
か
調
べ
れ
ば
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
私
が
関
与
し
な
か
っ
た
巻
［
第
４
巻
］

も
あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
巻
に
は
私
が
関

与
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

憲
政
資
料
室
の
移
転

　

そ
れ
で
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
う

ち
に
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
新
し
い
館
が
で
き

て
、憲
政
資
料
室
も
移
っ
た
わ
け
で
す
ね［
憲

政
資
料
室
は
国
会
議
事
堂
の
4
階
か
ら
、
昭

和
36（
１
９
６
１
）年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
］。

い
つ
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
け
れ
ど
も
国

伊藤宛書簡の一例
（上） 中根重一書簡　伊藤博文宛　< 伊藤博文
関係文書（その 1）書簡の部 207-1> 憲政資料
室所蔵

（下右）「伊藤家文書」第 91 冊 p.35  中根重一
書簡　伊藤博文宛　 < 憲政史編纂会収集文書
624> 憲政資料室所蔵

（下左）『伊藤博文関係文書』第 6 巻 , 塙書房 , 
1978 p.295 　
＜GB415-21＞

手紙を発信した中
な か ね

根 重
しげかず

一（1851 ～ 1906）は、
医師・官僚であり、手紙をしたためた時期は貴族
院書記官長。貴族院での北海道の鉄道敷設・港
湾修築の建議案の可決の見通しを伊藤博文首相
に伝えたもの。同一原本を参照したと推測される
が、宛先や発信者の表記を見比べると、タイプ版
と塙書房版では、微妙に異なる。

▲　書簡原本（オリジナル）　現在憲政資料室所蔵

▲　「伊藤家文書」（戦前、平塚篤編）タイプ版▲　『伊藤博文関係文書』　塙書房版
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会
議
事
堂
の
中
に
あ
っ
た
も
の
に
比
べ
る

と
、
こ
こ
は
使
い
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
は

間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
、
大
久
保
［
利
謙
］
先
生
は
い
つ
ま
で

い
た
の
か
な
、
大
久
保
先
生
と
、
そ
の
後
、

桑く
わ
は
ら原
［
伸の
ぶ
す
け介
］
さ
ん
［
職
員
］
と
い
う
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
そ
れ
か
ら
、

有あ
り
い
ず
み
泉
［
貞
夫
］
さ
ん
［
職
員
］、『
星ほ
し
と
お
る亨』［
朝

日
新
聞
社
、
１
９
８
３
］
を
書
い
た
有
泉
さ

ん
、そ
れ
か
ら
広
瀬
［
順よ
し
ひ
ろ晧
］
さ
ん
［
職
員
］

―
―
わ
り
に
新
し
い
方
、
も
う
あ
ま
り
新
し

い
方
で
は
な
い
け
れ
ど
―
―
が
い
ま
し
た
。

伊
藤
隆
さ
ん
も
一
時
期
こ
こ
に
来
て
い
た
こ

と
が
非
常
勤
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か

ね（
６
）、
私
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
け
れ
ど

も
。

研
究
者
の
卵
に
働
き
か
け
る

　

最
初
は
6
人
で
始
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
、
6

人
だ
け
で
何
千
通
か
の
書
簡
を
全
部
そ
う
い

う
こ
と
を
す
る
の
は
手
が
余
る
と
い
う
こ
と

で
、
若
い
人
に
是
非
や
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
と
で
、
若
い
研
究
者
の
卵
に
働
き
か
け

て
、
色
々
な
人
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
9
巻
は
10
数
人
で
、
い
ま
大
変
有
名

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
御み
く
り
や厨
［
貴た
か
し］
さ
ん

と
か
、
北
岡
伸し
ん
い
ち一
さ
ん
と
か
あ
あ
い
う
方
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
。

伊
藤
が
書
い
た
手
紙
も
読
む

　

そ
れ
で
、
伊
藤
宛
の
来
簡
の
ほ
う
は
整
理

し
終
わ
っ
て
9
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。
ま

と
め
た
。
そ
の
後
実
は
、
伊
藤
博
文
自
身
の

［
書
い
た
］
手
紙
に
つ
い
て
も
や
り
た
い
と

私
は
思
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
色
ん
な
文
書
の

中
に
入
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
山
県
［
有

朋
関
係
文
書
］、
桂
［
太
郎
関
係
文
書
］
の

中
な
ん
か
に
入
っ
て
い
た
り
す
る
わ
け
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
を

や
る
よ
う
に
簡
単
に
は
い
か
な
い
。

　

で
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
集
め
て
、
コ

ピ
ー
し
て
も
っ
と
若
い
学
生
た
ち
と
一
緒
に

中
央
大
学
で
読
ん
だ
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
そ
の
頃
は
東
大
を
定
年
に
な
っ
て
中
央

大
学
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
中

央
大
学
で
も
大
学
院
の
演
習
で
そ
う
い
う
も

の
を
使
っ
た
。
憲
政
資
料
室
の
中
の
諸
家
の

文
書
に
入
っ
て
い
る
伊
藤
発
信
の
手
紙
の
原

文
を
教
材
と
し
て
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

通
説
を
覆
す
新
た
な
発
見

　

私
自
身
も
伊
藤
博
文
自
身
の
書
簡
類
を
整

理
し
て
い
る
う
ち
に
な
か
な
か
新
し
い
こ
と

を
発
見
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
の
通
説

で
お
か
し
い
な
、
と
い
う
こ
と
を
随
分
発
見

し
ま
し
た
。

　

一
つ
だ
け
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
ち
ょ
っ

と
自
慢
話
的
に
な
る
け
れ
ど
も
伊
藤
博
文
の

憲
法
調
査
―
―
俗
に
憲
法
調
査
と
い
う
け
れ

ど
憲
法
調
査
と
い
う
と
狭
い
意
味
に
な
る
の

で
憲
政
史
調
査
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
―
―
明
治
15（
１
８
８
２
）

～
16
（
１
８
８
３
）
年
［
の
も
の
］
で
、
こ

れ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
き
ま
し
た
ね
。
伊
藤

博
文
は
な
か
な
か
筆
ま
め
な
人
で
、
日
本
に

た
く
さ
ん
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

　

確
か
私
は
こ
の
『
日
本
立
憲
政
治
の

形
成
と
変
質
』［
吉
川
弘
文
館
］
の
中
で
、

２
０
０
５
年
に
出
た
本
で
10
年
ち
ょ
っ
と
前

の
本
で
、
私
が
東
大
や
他
の
大
学
で
教
え
た

人
た
ち
と
の
本
で
す
け
ど
も
、
伊
藤
博
文
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
憲
法
調
査
、
立
憲
制

調
査
を
し
て
、
58
通
と
い
う
か
、
残
っ
て
い

る
も
の
［
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
憲
政
史
調
査
中

の
伊
藤
博
文
書
簡
］
は
全
部
読
む
、
で
き
る

だ
け
原
本
を
読
む
、
原
本
に
は
残
っ
て
い
な

い
け
れ
ど
活
字
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て

で
き
る
だ
け
読
ん
で
、
少
し
き
ち
ん
と
し
た

憲
政
調
査
時
代
の
も
の
を
読
も
う
と
い
う
こ

と
で
始
め
た
仕
事
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も

ね
、
始
め
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
今
ま
で
の

通
説
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
て
ね
。

　

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
、
伊
藤
博
文

は
ビ
ス
マ
ル
ク
［O

tto von Bism
arck　

１
８
１
５
～
１
８
９
８
］
の
心
酔
者
で
あ
っ

た
と
い
う
説
が
あ
る
。
手
紙
を
読
ん
で
み
る

と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

伊
藤
が
本
音
を
書
く
の
は
井
上
馨
宛
の
手
紙

　

手
紙
も
相
手
先
、
誰
に
出
す
か
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
微
妙
に
違
う
。
一
番
本
音
を
書
い

て
い
る
手
紙
は
や
っ
ぱ
り
井
上
馨か
お
る宛
の
手
紙

で
す
ね
。
伊
藤
博
文
の
井
上
馨
宛
の
手
紙
は

自
分
の
心
情
と
い
う
か
―
―
一
番
親
し
か
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
―
―
本
音
を
書
く
。
あ

と
、
長
州
出
身
の
人
間
で
も
山
県
有
朋
と

か
、
明
治
政
府
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
よ
う
な
三

条
実さ
ね
と
み美
と
か
へ
の
手
紙
と
い
う
の
は
か
な
り

形
式
的
で
な
か
な
か
本
音
は
書
か
な
い
。
と

こ
ろ
が
井
上
馨
宛
の
手
紙
で
は
本
音
を
吐と

ろ露

す
る
ん
で
す
ね
。
立
憲
政
治
の
調
査
は
難
し

い
、
難
し
い
け
れ
ど
も
ど
う
こ
う
と
。
伊
藤

博
文
は
、ド
イ
ツ
語
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。

英
語
は
と
て
も
達
者
だ
け
れ
ど
ね
。

ビ
ス
マ
ル
ク
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

　

井
上
宛
の
手
紙
を
系
統
的
に
読
ん
で
い
く

鳥海靖「伊藤博文の立憲政
治調査」が収録された鳥海
靖・三谷博・西川誠・矢野信
幸 編『日本立憲政治の形成
と変質』吉川弘文館, 2005　
<GB415-H37>
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と
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
こ
と
は
非
常
に
悪
口
書

い
て
い
る
ん
で
す
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
や
り
方

な
ん
て
と
て
も
あ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
と
い
う
よ

う
な
意
味
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
よ
ね
。

　

本
題
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
あ
の
当
時
は
ド

イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
の
が
１
８
７
１
年
か

な
、
伊
藤
が
向
こ
う
に
行
っ
た
の
が
82
年
か

ら
3
年
で
す
か
ら
ね
。
ド
イ
ツ
帝
国
と
い
う

の
は
25
ぐ
ら
い
の
国
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
連

邦
国
家
だ
け
れ
ど
も
。
だ
け
ど
、
そ
れ
ま
で

の
通
説
と
い
う
の
は
、
伊
藤
博
文
は
ビ
ス
マ

ル
ク
心
酔
者
で
、
伊
藤
は
ビ
ス
マ
ル
ク
に

会
っ
て
、
手
厚
い
指
導
を
受
け
て
、
プ
ロ
イ

セ
ン
憲
法
を
学
ん
で
、
日
本
で
も
ド
イ
ツ
流

の
憲
法
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ま
ず
会
っ
て
な
い
。
ビ
ス
マ

ル
ク
に
会
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
帰
る
と

き
に
挨
拶
に
行
っ
た
だ
け
で（
７
）。
伊
藤
博
文
の

伝
記
、一
番
信
用
が
で
き
る
伝
記
の
中
に
も
、

ま
ず
最
初
に
ビ
ス
マ
ル
ク
と
会
っ
て
手
厚
い

指
導
を
受
け
た
、と
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、

井
上
馨
宛
の
手
紙
を
見
る
と
よ
く
分
か
る
、

「
今
こ
ん
な
時
に
ビ
ス
マ
ル
ク
と
会
っ
て
も

し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。
さ
す
が
に
帰
る
と
き
に
は

挨
拶
に
行
っ
た
み
た
い
で
す
け
れ
ど
ね
。

　

ビ
ス
マ
ル
ク
に
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
膨

大
な
伝
記
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
、
ビ
ス
マ

ル
ク
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
か
ら
憲
法

調
査
に
行
っ
た
な
ん
て
こ
と
は　

歯し

が牙
に
も

か
け
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　
な
ぜ
伝
記
は
間
違
っ
た
の
か
？

　

な
ぜ
［
伝
記
（『
伊
藤
博
文
伝
』）
は
］
間

違
っ
た
の
か
？　

ビ
ス
マ
ル
ク
の
息
子
に
は

会
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
息
子
は
ド
イ
ツ
帝

国
の
役
人
を
や
っ
て
、
外
国
人
を
接
待
す
る

役
所
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
何
ビ
ス
マ
ル
ク
と

い
っ
た
か
忘
れ
た
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
ビ

ス
マ
ル
ク
の
息
子［
ヘ
ル
ベ
ル
ト
］に
は
会
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
あ
の
当
時
、
息
子

と
ビ
ス
マ
ル
ク
は
大
ゲ
ン
カ
し
て
た
ん
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
伊
藤
が
行
っ
た
こ
と
が
親
父

さ
ん
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。　

　

な
ん
で
大
ゲ
ン
カ
し
た
の
か
？　

そ
れ
は

本
題
と
は
全
然
関
係
な
い
け
れ
ど
、
結
婚
問

題
で
し
ょ
う
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
息
子
は
離
婚

し
た
ば
か
り
の
女
性
と
恋
仲
に
な
っ
て
、
結

婚
し
よ
う
と
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
猛
反
対

し
て
、
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

伊藤博文書簡　井上馨宛　明治 15(1882）年 7 月5日付　< 井上馨関係文書６２８－９> 　憲政資料室所蔵
欧州での憲政史調査のただ中で、伊藤から井上馨に対して送られた書簡。ビスマルクの宿願であった煙草専売法案の動向に触れ、ビス［ビスマルク］
の論ずるところを誰も至当としない、と伝えている。後段では憲法や行政の取調べには「テカニツカル」（テクニカル）のことばが多く、英語の用語に
置き換えつつ、調査に難渋していることを吐露している。

明治 15（1882）年
頃の伊藤博文　春畝
公追頌会編『伊藤博
文伝』中巻 , 春畝公追
頌会 ,1944（第 3 版 , 
初版 1940）
https://dl.ndl.go.jp/
pid/3437725/1/8
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つ
ま
ら
な
い
話
で
す
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
―
―
キ
リ
ス
ト
教
の
国
と
い
う
の
は
―
―

離
婚
は
大
変
で
し
ょ
う
。
今
は
ど
う
か
知
り

ま
せ
ん
よ
。
昔
む
か
し
の
話
だ
け
れ
ど
ヘ
ン

リ
ー
八
世
は
、
離
婚
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
法

王
と
縁
を
切
っ
た
く
ら
い
で
す
か
ら
ね
。
わ

り
に
最
近
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
ロ
ー
マ
法
王

と
会
見
し
て
４
０
０
年
ぶ
り
に
和
解
し
た
な

ん
て
言
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
。

　

そ
ん
な
話
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
け
ど
、

と
に
か
く
息
子
の
ビ
ス
マ
ル
ク
と
は
会
っ

た
。
そ
れ
を
ビ
ス
マ
ル
ク
と
い
う
名
前
を
勘

違
い
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
国
宰
相
の
ビ
ス
マ
ル

ク
と
会
っ
て
指
導
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に

―
―
誰
が
そ
う
い
う
判
断
で
書
い
た
の
か
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
も
伝
記
に
は
そ
う
書
い
て

あ
る
―
―
こ
れ
は
単
純
な
間
違
え
。

　
「
伊
藤
博
文
の
憲
法
調
査
は
研
究
し
つ
く

し
た
か
ら
改
め
て
研
究
す
る
必
要
は
な
い
」

と
書
く
日
本
の
学
者
が
書
い
て
い
る
本
が
た

く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
に

お
か
し
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
れ
［『
日
本
立
憲
政
治
の
形
成
と

変
質
』
所
収
論
文
］
で
は
井
上
馨
宛
の
［
伊

藤
の
］
書
簡
を
全
文
引
用
し
て
そ
れ
は
間
違

え
だ
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。

伊
藤
の
手
紙
は
フ
ル
に
使
わ
れ
て
い
な
い

　

い
ず
れ
に
し
て
も
伊
藤
の
手
紙
は
ま
だ
ま

だ
フ
ル
に
使
わ
れ
て
い
な
い
、
憲
政
調
査
に

つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か

ら
、
こ
の
資
料
［
伊
藤
関
係
の
資
料
］
も
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
色
々
使
い
で
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
。

　

幸
い
な
こ
と
に
9
巻
ま
で
『
伊
藤
博
文
関

係
文
書
』
の
方
は
出
ま
し
た
か
ら
、
伊
藤
へ

の
来
簡
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
う
形
で
整
理

さ
れ
た
。
伊
藤
博
文
が
発
信
し
た
手
紙
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
け
ど
ね
。
全

部
読
む
な
ん
て
こ
と
が
不
可
能
だ
ろ
う
か

ら
、
残
念
な
が
ら
途
中
ま
で
で
。
個
人
的
に

は
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
も
、
ま
だ

本
格
的
に
は
や
っ
て
い
な
い
。

伊
藤
博
文
研
究
の
新
し
い
潮
流

　

伊
藤
博
文
研
究
も
最
近
は
随
分
新
し
い
方

の
研
究
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
、
瀧た
き
い井
さ
ん
、

瀧
井
一か
ず
ひ
ろ博
さ
ん
か
な
、
あ
の
方
の
研
究（
８
）
と

か
、
京
都
の
伊
藤
之ゆ
き
お雄
さ
ん
の
研
究（
９
）が
あ
っ

て
、
伊
藤
博
文
の
イ
メ
ー
ジ
も
随
分
変
わ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
風
に
、
私
が
学

生
時
代
の
頃
に
比
べ
て
は
、
確
か
に
そ
う
い

う
風
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
明
治

専
制
政
府
、
絶
対
主
義
的
専
制
政
府
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
明
治
政
府
を
捉
え
て
た
の
も

今
じ
ゃ
ま
あ
殆
ど
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
見
方
を
す
る
人
は
殆
ど
い
な
く
な
っ
た
で

し
ょ
う
。

印
象
深
い
研
究
書

　

伊
藤
博
文
の
研
究
で
、
１
９
６
０
年
代
か

ら
１
９
７
０
年
代
初
め
に
か
け
て
、
ハ
ワ
イ

大
学
の
ジ
ョ
ー
ジ 

ア
キ
タ
さ
ん
が
『
明
治

立
憲
制
と
伊
藤
博
文
』［
東
京
大
学
出
版
会
、

１
９
７
１
年
］
と
い
う
本
を
出
さ
れ
て
、
あ

れ
は
か
な
り
明
治
政
府
の
絶
対
主
義
的
専
制

政
府
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
業
績
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。「
明
治
立
憲
制
は
外
見
的

立
憲
制
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
の
が
主
流
、

通
説
だ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
に
挑
戦
し
た
の
が
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村　直助 1936 ～　 東京大学名誉教授　経済史
瀧
た き い

井　一
かずひろ

博 1967 ～　 国際日本文化研究センター教授　国制史、比較法史
遠
とおやま

山　茂樹 1914 ～ 2011　 横浜市立大学名誉教授　日本近代史
芳
は が

賀　徹  1931 ～ 2020　 東京大学名誉教授　比較文学
坂
ば ん の

野　潤
じゅんじ

治 1937 ～ 2020　 東京大学名誉教授　日本政治史
平川　祐

すけひろ

弘 1931 ～　 東京大学名誉教授　比較文学
広瀬　順

よしひろ

晧 1944 ～ 2023　 元国立国会図書館職員　駿河台大学名誉教授　日本近現代史
藤井　貞

さだふみ

文 1906 ～ 1994　 元国立国会図書館職員　國學院大學名誉教授　日本思想史
升
ま す み

味　準
じゅんのすけ

之輔 1926 ～ 2010　 東京都立大学名誉教授　日本政治史
黛
まゆずみ

　弘
ひろみち

道 1930 ～ 2010　 学習院大学名誉教授　日本古代史
御
みくりや

厨　貴  1951 ～　 東京大学名誉教授　旧・東京都立大学名誉教授　政治学
山口　利昭   東京大学大学院法学政治学研究科（第 1 巻刊行当時）　
    　　　　『伊藤博文関係文書』第 1 巻編纂者
渡辺　昭夫 1932 ～　 東京大学名誉教授　国際政治学
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ジ
ョ
ー
ジ 

ア
キ
タ
さ
ん
の
『
明
治
立
憲
制

と
伊
藤
博
文
』、あ
の
本
で
し
ょ
う
。［
明
治
］

政
府
首
脳
が
国
際
的
視
野
に
富
ん
で
、
開
明

的
性
格
だ
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
評
価
し
て

お
ら
れ
る
。
私
は
読
ん
だ
と
き
は
、
70
年
代

前
半
に
読
ん
だ
け
れ
ど
も
、私
と
し
て
は「
こ

れ
は
我
が
意
を
得
た
り
」
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
で
す
ね
。

　

あ
の
頃
や
は
り
日
本
人
で
本
を
出
し
た

の
は
、
升ま
す
み味
準じ
ゅ
ん
の
す
け

之
輔
さ
ん
。
亡
く
な
り
ま

し
た
け
れ
ど
『
日
本
政
党
史
論
』［
全
７
巻
、

１
９
６
５
～
１
９
８
０
］
と
い
う
本
を
東
京

大
学
出
版
会
か
ら
60
年
代
後
半
位
か
ら
出
さ

れ
て
、
ず
っ
と
こ
れ
も
大
正
か
ら
昭
和
ま
で

書
い
て
、
あ
そ
こ
の
中
に
は
人
物
評
伝
が
盛

ん
に
出
て
る
の
で
す
。
こ
れ
は
私
は
と
て
も

面
白
く
読
ん
で
伊
藤
博
文
に
つ
い
て
も
今
ま

で
の
イ
メ
ー
ジ
と
随
分
変
わ
っ
た
業
績
が
出

て
き
た
な
と
い
う
風
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
外
国
人
の
業
績
を
―
―

ジ
ョ
ー
ジ 

ア
キ
タ
さ
ん
も
外
国
人
と
い
え

ば
外
国
人
だ
け
れ
ど
も
―
―
も
う
少
し
き
ち

ん
と
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
私
は

個
人
的
に
は
60
年
代
（
だ
っ
た
か
な
）
に
国

際
学
会
に
出
ま
し
た
ね
、
外
国
人
の
研
究
は

日
本
人
の
自
国
の
研
究
よ
り
も
積
極
的
に
高

い
評
価
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
で
す
ね
。

日
本
の
近
代
化
論　

日
米
の
研
究
者
の
交
流

　

１
９
６
０
年
代
に
箱
根
会
議（
１
０
）と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
て
、
外
国
人
の
学
者
と
日
本
の
学

者
が
日
本
の
近
代
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
会

が
あ
っ
て
、
議
論
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

一
番
の
長
老
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
。
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
以
下
、
ジ
ョ
ン 

ホ
ー
ル
、

［
ロ
ナ
ル
ド
］  

ド
ー
ア
、
坂
本
龍
馬
の
こ
と

を
研
究
し
て
い
た
［
マ
リ
ウ
ス
］  

ジ
ャ
ン
セ

ン
な
ど
が
出
席
し
て
、
欧
米
の
日
本
研
究
者

た
ち
が
日
本
の
近
代
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
議

論
を
。
我
々
の
研
究
会
で
も
ど
う
い
う
こ
と

が
議
論
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
発
表

を
し
て
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
佐
藤
［
誠せ
い
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
］
さ
ん
は
私
よ
り
2
年

位
先
輩
な
ん
で
す
よ
ね
、
そ
の
人
が
情
報
を

伝
え
て
く
れ
て
。

　

我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
大
体
欧
米
の
研

究
者
の
見
方
の
ほ
う
が
正
確
、
確
か
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
で
す
。
日

本
の
研
究
の
中
で
は
異
端
視
さ
れ
た
わ
け

で
、
左
翼
の
人
た
ち
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な

近
代
史
研
究
者
の
中
で
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
路
線
に
乗
っ
か
る
な
と
い
う

こ
と
は
盛
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
そ

う
い
う
考
え
に
は
同
調
で
き
な
い
。
欧
米
の

は
一
つ
の
国
を
研
究
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
比
較
研
究
で
す
か
ら
ね
。
近
代
化
の
過

程
を
中
国
と
日
本
を
比
較
す
る
な
ど
し
て
い

て
、
私
も
ア
メ
リ
カ
の
学
者
の
研
究
を
取
り

上
げ
て
、書
評（
１
１
）を
書
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

比
較
文
化
の
視
点
か
ら
日
本
の
近
代
を
見
る　

　

私
は
駒
場
に
い
た
頃
で
、
比
較
文
化
の
人

た
ち
（
１
２
）と
よ
く
話
を
し
ま
し
た
。
あ
の
人
た
ち

は
比
較
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
日
本
の
近
代

を
眺
め
て
い
る
人
た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
、

芳は

が賀
徹
さ
ん
と
か
平
川
祐す
け
ひ
ろ弘
さ
ん
と
か
、
そ

う
い
う
人
た
ち
。
私
よ
り
ち
ょ
っ
と
年
上
の

人
た
ち
。
確
か
芳
賀
徹
さ
ん
は
、
岩
倉
使
節

団
を
や
っ
て
い
た
か
ら
（
１
３
）―
―
伊
藤
の
こ
と
も

や
っ
て
い
た
け
ど
―
―
異
文
化
と
の
接
触
、

異
文
化
交
流
と
い
う
見
方
が
私
と
し
て
は
面

白
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
で

は
キ
ャ
ロ
ル 

グ
ラ
ッ
ク
と
い
う
人
が
い
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
一
度
東
大
に
来
て
研
究

会
を
や
っ
て
。
キ
ャ
ロ
ル 

グ
ラ
ッ
ク
は
日

本
語
が
非
常
に
達
者
で
日
本
語
で
議
論
し
て

く
れ
る
か
ら
そ
れ
は
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ

た
。
感
心
し
た
り
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な

と
思
っ
た
り
、
色
々
あ
り
ま
し
た
が
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
雑ざ
っ
ぱ
く駁
な
話
で
恐

縮
で
す
け
ど
、
私
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
で
終

わ
り
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
大
分
記
憶

力
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
何
を
ど

う
や
っ
て
や
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
。
私
の
話
は
こ
こ

ま
で
で
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
由

に
。　
　
　
　
［
次
頁
の
質
疑
応
答
に
続
く
］

この聞き取りで言及のあった人物（２）―外国人研究者―

George Akita  ジョージ アキタ　
 1926～   ハワイ大学マノア校名誉教授　歴史学
Ronald P. Dore  ロナルド P. ドーア 
 1925～2018　 ロンドン大学名誉教授　社会学
Carol N. Gluck  キャロル N. グラック
 1941～　  コロンビア大学教授　歴史学
John W. Hall  ジョン W. ホール
 1916～1997　 元イエール大学教授　歴史学
Marius B. Jansen  マリウス B. ジャンセン 
 1922～2000　 プリンストン大学名誉教授　歴史学
Edwin O. Reischauer エドウィン O. ライシャワー  
 1910～1990　 元駐日米国大使 元ハーバード大学教授　歴史学

当館刊行物における伊藤博文関連記事（一部）

＊瀧井一博「「伊藤博文関係文書」のデジタル化に寄せて  『伊藤博文秘録』
講読のころ」『国立国会図書館月報』696, 2019.4, pp.５-9
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11253758_po_
geppo1904.pdf?contentNo=1#page=7

＊「憲政資料室から　伊藤博文関係文書の世界」『国立国会図書館月報』
696, 2019.4, pp.10-15
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11253758_po_
geppo1904.pdf?contentNo=1#page=12

＊井上馨関係文書購読会「「井上馨関係文書」所収伊藤博文書翰翻刻　
明治一五年三月から明治二六年四月まで」『参考書誌研究』 56,2002.3 
pp.1-32　https://dl.ndl.go.jp/pid/3051474；同「「井上馨関係文書」
所収 伊藤博文書翰翻刻 ( 続 )」『参考書誌研究』 68, 2008.3 pp.1-60　
https://dl.ndl.go.jp/pid/3051588
両記事の書簡の翻刻を行った「井上馨関係文書講読会」は鳥海靖氏（当館客
員調査員）が講師を務めた平成9年度の「図書館情報学専門研修」を受講し
た当館職員によって結成され、その後、沼田哲氏（鳥海氏の後任の客員調査
員）にも指導を受けた。
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国
立
国
会
図
書
館
の
使
い
勝
手

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
新
庁
舎
が
で
き

る
前
、
国
会
議
事
堂
の
中
に
あ
っ
た
憲
政
資

料
室
や
、
支
部
上
野
図
書
館
（
１
４
）、（
旧
）
赤
坂

離
宮
（
１
５
）に
置
か
れ
た
当
館
の
使
い
勝
手
は
い
か

が
で
し
た
か
？

　
［
議
事
堂
に
あ
っ
た
頃
の
憲
政
資
料
室
の
］

閲
覧
室
は
居
心
地
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

　

上
野
図
書
館
は
、
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
か

ら
ね
。
裸
電
球
で
冬
で
も
暖
房
も
き
か
な
い

し
。
あ
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
き

か
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
閲
覧
も
目
録
に
あ
る

か
ら
と
、
30
分
位
待
た
さ
れ
た
挙
句
「
こ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
か
ね
。
が
っ
か
り
し
た

こ
と
が
あ
っ
て
。

　

雑
誌
類
は
今
の
赤
坂
離
宮
［
迎
賓
館
］
で
、

あ
れ
は
ま
た
立
派
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

入
っ
て
い
い
の
か
と
思
う
よ
う
な
赤
じ
ゅ
う

た
ん
が
ず
っ
と
階
段
に
敷
か
れ
て
い
て
、
大

学
院
生
だ
っ
た
こ
ろ
で
、入
り
辛
か
っ
た
ね
。

あ
ん
ま
り
立
派
す
ぎ
て
。

東
京
大
学
教
養
学
部
の
海
軍
文
庫

「
伊
藤
家
文
書
」
の
他
に
ど
う
い
う
資
料
が

あ
り
ま
し
た
か
？

　

軍
事
関
係
の
も
の
は
海
軍
文
庫
だ
か
ら
随

分
あ
り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
か
ら
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
だ
な
。
軍
縮

に
関
す
る
も
の
と
か
。
旧
一
高
の
図
書
館

に
、
海
軍
経
理
学
校
が
移
管
し
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
大
体
は
活
字
の
文
献
で
す
よ
ね
。

伊
藤
博
文
の
文
書
に
つ
い
て

刊
行
さ
れ
た
『
秘
書
類
纂
』
や
そ
の
原
本
と

の
関
係
を
ど
う
見
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

戦
前
に
出
版
さ
れ
た
『
秘
書
類
纂
』
の
作

成
は
戦
争
中
で
も
あ
り
原
本
に
よ
っ
て
で
き

た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。『
秘
書
類
纂
』
は

重
要
。
あ
れ
も
か
な
り
、
私
も
き
ち
ん
と
調

べ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ず
さ
ん
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
読
ん
で
て
意
味

が
通
ら
な
い
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
膨

大
な
も
の
だ
か
ら
全
部
読
ん
で
な
い
け
れ

ど
、
あ
れ
も
非
常
に
整
理
し
に
く
い
も
の
で

し
ょ
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
原
本
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、
原
本
の
あ
る
も
の
が
一
番

貴
重
な
も
の
だ
と
思
う
け
ど
、『
秘
書
類
纂
』

は
相
当
ず
さ
ん
な
編
集
の
仕
方
を
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
も
ち
ろ
ん
は
る
か
前
の
こ

と
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
編
集
さ
れ
た
か
知
り

ま
せ
ん
が
。
明
治
30
年
位
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
も
の
っ
て
殆
ど

な
い
の
で
は
。

多
様
な
人
物
の
旧
蔵
文
書
か
ら
伊
藤
宛
書
簡

を
収
録
し
て
い
る　
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』

第
9
巻
（
塙
書
房
）
で
は
、
収
録
す
べ
き
書

簡
を
ど
う
や
っ
て
探
し
た
の
で
す
か
？

　

色
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
諸
家
文
書
に
混
ざ
っ

て
い
ま
す
よ
ね
。
た
ま
た
ま
で
す
ね
。［
9

巻
に
収
録
さ
れ
た
書
簡
の
持
ち
主
で
あ
る
］

斎
藤
房
雄
さ
ん
［
先
祖
の
ゆ
か
り
か
ら
伊
藤

宛
の
書
簡
を
持
っ
て
い
た
長
野
県
上
田
市
の

別
所
温
泉
の
別
荘
の
主
人
］
と
い
う
の
は
伊

藤
隆
さ
ん
が
見
つ
け
て
き
た
の
か
な
（
１
６
）。
古
本

屋
な
ん
か
で
軸
物
と
か
出
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
。
憲
政
資
料
室
で
も
、
軸
物
か
な
ん
か

で
買
っ
た
り
、あ
り
ま
す
よ
ね
。「
伊
藤
［
博

文
関
係
］
文
書
（
そ
の
２
）」
も
後
で
買
い

ま
し
た
ね
。
伊
藤
博
文
宛
の
も
の
を
諸
家
の

文
書
の
中
か
ら
あ
れ
ば
見
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
時
ま
で
に
調
べ
て
分
か
ら
な
い
も
の
も

も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
け
れ
ど
。

国
立
国
会
図
書
館
で
使
わ
れ
て
い
な
い
伊
藤

の
資
料
は
あ
り
ま
す
か
？

　

使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
り
ゃ
あ
も
う
。
京
都
の
方
な

ん
か
は
来
て
い
る
方
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か

な
。
最
近
、
随
分
伊
藤
博
文
の
研
究
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
か
ら
。
僕
ら
学
生
の
頃
は
研

究
盛
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
古
本
屋
行

く
と
伊
藤
博
文
伝
な
ど
も
１
９
５
０
年
代
の

終
わ
り
な
ん
か
は
１
０
０
０
円
し
な
か
っ

た
。
3
冊
本
で
ね
。
物
価
は
違
う
け
ど
。

質疑 答応
当館の閲覧室　昭和23（１９４８）年から昭和36（１９６１）年まで国立国会
図書館は旧赤坂離宮の建物に置かれた。

『写真公報』3(20), 1956.10 ＜Z23-37＞

14国立国会図書館月報 751号 2023.11



伊
藤
博
文
の
研
究
動
向

伊
藤
博
文
の
研
究
は
低
調
で
し
た
か
？

　

あ
の
当
時
は
ね
。
盛
ん
に
な
り
だ
し
た
の

は
70
年
代
位
か
な
。
塙
書
房
か
ら
［『
伊
藤

博
文
関
係
文
書
』
が
］
出
た
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
明
治
政
府
の
評
価
が
変
わ
っ
て

き
た
で
し
ょ
。
明
治
の
立
憲
政
治
の
評
価
が

変
わ
っ
て
き
た
。
か
つ
て
の
よ
う
な
絶
対
主

義
専
制
政
府
だ
な
ん
て
い
う
の
は
殆
ど
言
わ

な
く
な
っ
た
。
憲
法
調
査
［
の
研
究
］
は
研

究
し
つ
く
さ
れ
た
の
で
研
究
す
る
必
要
な
い

な
ど
と
い
う
の
は
、
か
な
り
古
い
方
が
た
の

中
に
は
そ
の
よ
う
な
の
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
よ
。
稲
田
［
正ま
さ
つ
ぐ次
］
さ
ん
と
か
清
水

［
伸し
ん

］
さ
ん
が
や
っ
た
か
ら
（
１
７
）、
も
う
こ
れ
以

上
の
こ
と
は
研
究
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う

雰
囲
気
は
あ
っ
た
の
ね
。
僕
ら
が
大
学
院
生

の
と
き
く
ら
い
ま
で
は
。

　

だ
け
ど
、
と
ん
で
も
な
い
。
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
た
く
さ
ん
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
。
大
体
随
員
は
ど
う
し
て
あ
あ
い
う
人
た

ち
を
連
れ
て
行
っ
た
の
か
。
ド
イ
ツ
語
で
き

な
い
人
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
最
初

か
ら
ド
イ
ツ
を
目
指
す
な
ら
、
も
っ
と
ド
イ

ツ
学
者
を
も
っ
と
入
れ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
ド
イ
ツ
語
が
で
き
る
人
が
随
員
の
う
ち

２
人
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
。
河
島
醇じ
ゅ
ん［
外

交
官
、
１
８
８
２
～
１
８
８
３
年
の
伊
藤
の

憲
政
史
調
査
に
同
行
］
は
で
き
る
け
ど
。
公

使
で［
ド
イ
ツ
に
］行
っ
て
た
青
木
周
蔵［
外

交
官
］
は
奥
さ
ん
が
ド
イ
ツ
人
だ
か
ら
ド
イ

ツ
語
達
者
だ
け
ど
。
ド
イ
ツ
を
最
初
か
ら
目

指
し
て
行
っ
た
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
僕

は
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
っ
た
ら

も
っ
と
日
本
に
だ
っ
て
ド
イ
ツ
学
者
た
く
さ

ん
い
た
ん
だ
か
ら
。
加
藤
弘
之［
政
治
学
者
、

蕃
書
調
所
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
の
ち
帝
国
学

士
院
長
］
な
ん
か
だ
っ
て
、
連
れ
て
行
か
れ

な
い
わ
け
だ
か
ら
。

山
県
有
朋
へ
の
評
価

伊
藤
と
比
べ
山
県
へ
の
評
価
は
ど
う
で
し
た

か
？

　
山
県
は
、
議
会
政
治
へ
の
関
心
は
薄
い
人

だ
か
ら
、
伊
藤
は
と
に
か
く
立
憲
政
友
会
を

作
っ
て
政
党
政
治
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
伊
藤
の
方
が
評
価
が
高
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
あ
の
当
時
軍
人
の
大
御
所
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
最
近
は
山
県
の
資

料
を
だ
し
て
ま
す
よ
ね
（
１
８
）。
あ
の
出
す
あ
た
り

か
ら
変
わ
り
つ
つ
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
岡

義よ
し
た
け武
先
生
［
日
本
政
治
史
の
研
究
者
］
も
岩

波
新
書
で
出
し
て
い
る
し
（
１
９
）。
岡
さ
ん
は
ゼ
ミ

で
と
っ
た
け
ど
、
山
県
の
こ
と
は
、
好
き
で

は
な
い
け
れ
ど
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
、
な

ん
か
そ
う
い
う
言
い
方
さ
れ
て
い
た
な
。
別

に
好
き
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
も
、
な

ん
て
。
山
県
は
椿ち
ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
と
か
庭
園
趣
味
も

あ
っ
た
し
。
見
る
人
に
よ
っ
て
は
面
白
い
ん

だ
ね
。
成
金
趣
味
と
い
う
か
。
伊
藤
は
せ
い

ぜ
い
二
千
坪
だ
け
ど
、
椿
山
荘
は
一
万
数
千

坪
あ
っ
て
、
山
県
の
ほ
う
が
お
屋
敷
に
つ
い

て
の
趣
味
は
あ
っ
た
し
、
一
流
の
庭
師
も
盛

ん
に
使
っ
て
や
っ
て
た
か
ら
は
る
か
に
造
詣

深
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
し
。

研
究
会
の
思
い
出

明
治
史
料
研
究
連
絡
会
は
ど
ん
な
会
で
し
た

か
？

　

あ
れ
は
、
明
治
を
研
究
し
た
人
で
、
大
学

の
紀
要
な
ん
か
で
、
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た

よ
う
な
も
の
を
集
め
て
出
し
た
の
か
な
。

　

そ
う
い
え
ば
、
私
大
同
団
結
運
動
の
卒
論

を
書
い
て
、
そ
の
後
、
初
期
議
会
の
自
由
党

に
つ
い
て
の
修
士
論
文
を
歴
史
学
研
究
会
の

近
代
史
部
会
で
報
告
し
ろ
と
言
わ
れ
て
報
告

し
た
ん
で
す
よ
ね
。
最
長
老
の
遠と
お
や
ま山

茂
樹
先

生
が
40
代
半
ば
位
で
し
ょ
、
も
う
少
し
若
く

て
私
が
20
代
後
半
に
な
っ
て
い
た
か
な
。
あ

と
は
30
前
後
の
若
い
研
究
者
。
色
々
報
告
し

た
ら
、み
ん
な
か
ら
さ
ん
ざ
ん
批
判
さ
れ
て
、

『
歴
史
学
研
究
』
に
載
せ
る
と
か
ど
う
か
と

い
う
審
査
会
も
兼
ね
る
と
い
う
こ
と
で
、
私

も
張
り
切
っ
て
報
告
し
た
ん
だ
け
ど
、
要
す

る
に
「
お
前
の
研
究
は
階
級
的
視
点
に
欠
け

て
い
る
」「
基
本
矛
盾
が
何
か
明
確
で
は
な

い
」「
階
級
矛
盾
が
何
か
を
明
ら
か
に
し
な

い
歴
史
の
論
文
は
だ
め
だ
」
な
ど
と
さ
ん
ざ

ん
や
ら
れ
た
ん
だ
け
ど
、
遠
山
先
生
は
、
最

後
に
一
言
「
君
の
研
究
は
面
白
い
か
ら
載

せ
ま
し
ょ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う

恩
義
が
あ
る
か
ら
、
論
文
を
書
く
と
送
っ

た
け
れ
ど
も
、
遠
山
先
生
は
、「
こ
れ
は
私

の
考
え
と
は
違
う
け
れ
ど
よ
く
勉
強
し
て
い

る
」
と
批
評
を
く
だ
さ
っ
た
。
遠
山
先
生

は
違
う
も
の
を
認
め
る
寛
容
さ
が
あ
っ
た
。

１
９
６
０
年
の
春
に
修
士
課
程
終
わ
っ
て
、

修
士
論
文
を
載
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
初
期
議

会
の
自
由
党
を
扱
っ
た
論
文
で
し
た
か
ね
。　

　

そ
の
後
、
私
と
伊
藤
隆
さ
ん
と
高た
か
む
ら村
直
助

さ
ん
と
か
で
、
4
人
の
連
名
で
近
現
代
史
研

究
に
対
す
る
批
判
と
い
う
意
味
の
タ
イ
ト
ル

を
つ
け
て
も
ら
っ
て
、
載
せ
て
も
ら
っ
た
の

だ
け
れ
ど
、
私
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
け
れ

（右）　『明治史料通信』第 1 号 ,1955  <Z72-V672>
（左）　『明治史料』第 1 集 , 1955　https://dl.ndl.go.jp/
　　　pid/3014088/1/4
明治史料研究連絡会は昭和 30（1955）年の歴史学研究会大会を契機に
同年設立。資料情報の共有や資料集の編纂を担ったが、昭和 37（1962）
年解散。『明治史料通信』1-25 号、『明治史料』1-11 号、『明治史料
研究叢書』（論文集のシリーズ）等を残した。『明治史料通信』第 1 号によ
ると、創設当時の会の代表者は稲田正次（東京教育大学教授）。委員会を
援助するメンバー 16 名のうちには遠山茂樹（のち横浜市立大学教授）や
大久保利謙（名古屋大学教授）の名もみえる。
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ど
も
、
伊
藤
隆
さ
ん
が
大
変
苦
労
し
た
よ
う

で
、
こ
ん
な
も
の
は
だ
め
だ
と
い
う
の
を
載

せ
て
も
ら
っ
た
、
苦
労
し
た
よ
う
で
す
よ
、

交
渉
。
歴れ
き
け
ん研
［
歴
史
学
研
究
会
］
の
委
員
の

方
々
と
激
論
を
し
た
。
後
か
ら
大
分
苦
情
が

出
た
。
歴
研
の
主
流
派
の
方
か
ら
「
お
前
た

ち
４
人
が
あ
ん
な
も
の
を
書
く
と
は
」
と
さ

ん
ざ
ん
怒
ら
れ
て
。
で
も
批
判
的
な
視
点
か

ら
取
り
上
げ
る
の
が
前
提
な
の
で
、
批
判
し

な
か
っ
た
ら
意
味
な
い
で
す
か
ら
ね
。

（右）鳥海靖「初期議会における自由党の構造と機能」『歴史学研究』255, 1961.7, pp.16-29 
＜Z8-282＞

（左）伊藤隆・佐藤誠三郎・高村直助・鳥海靖「日本近代史研究の2,3の問題 岩波講座「日本歴
史」近代(1～4)によせて」『歴史学研究』278, 1963.7, pp.27-39
＜Z8-282＞

鳥海先生は「私も大変面白かった。ただこっちが忘れていることも
あってあまり役に立たなかったかな」という控え目なことばで質疑
を結ばれました。貴重ながらも使いにくい戦前の資料集「伊藤家
文書」を“このままにしておけない”という気持ちが仲間を巻き込
み、労の多い『伊藤博文関係文書』全 9 巻の編纂につながっていっ
たとのお話は、編纂の積み重ねという意味でも考えさせられるもの
でした。鳥海先生は、聞き取りの数年後に 86 才で亡くなられまし
た。この聞き取りの内容は、ご遺族の許可を得て公開するものです。
鳥海先生から役に立つお話を伺えたことに感謝しています。
 （文責　本誌編集担当）

１　この聞き取り中で言及のある伊藤博文の関係文書のうち、憲政資料室で所
蔵しているまとまった文書は次の通り。
①「伊藤博文関係文書(その1）」は総計6,023点。大部分は昭和25（1950）年
に伊藤家より譲渡。書簡約5,500通（主に伊藤博文宛）及び書類約1,000点

（立憲政体の樹立に関する資料や外交関係資料等）からなる。戦前から伝
記や資料集の編纂に用いられた。
詳細はリサーチ・ナビ「伊藤博文関係文書（その1）」のページを参照。
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/itouhirobumi1.html
②「伊藤博文関係文書（その２）」は総計133点。平成10（1998）年に古美術
商より購入。書簡（主に伊藤宛）及び書類（岩倉使節団随行中の日記等）からな
る。
詳細はリサーチ・ナビ「伊藤博文関係文書（その2）」のページを参照。
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/itouhirobumi2.html
③タイプ版「伊藤家文書」（「憲政史編纂会収集文書」６２４）総計９１点。

「憲政史編纂会」は、大日本帝国憲法制定50年を記念して憲政史編纂のため
に衆議院に置かれた組織。詳細はリサーチ・ナビ「憲政史編纂会収集文書」の
ページを参照。
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/kennseishihennsannkaishuushuu
monnjo.html
２　帝国議会開設を前に反政府諸派の結集による議会の多数党形成をめざし
た運動。
３　「三島通庸関係文書」（当館憲政資料室所蔵）は当館が昭和27（1952）年
に受け入れた総計6,879点の文書。三島通庸（1835～1888, 山形・福島・栃
木の県令や警視総監を歴任）旧蔵。同文書中には民権運動家について記した
報告書も含まれる。
４　平塚篤（1883～1942）は記者を経て、「伊藤家文書」、『秘書類纂』、『伊
藤博文秘録』『続伊藤博文秘録』など、伊藤博文関係の文献の編集にかかわっ
た。
5　「秘書類纂」は大正 6（1917）年に宮内省が伊藤家より受け入れた伊藤
博文の旧蔵資料。現在、宮内庁書陵部・伊藤家蔵。戦前に刊行されたものとし
ては翻刻版の『秘書類纂』全 24 巻（秘書類纂刊行会 , 1933-1936）がある。
憲法分野の翻刻は『憲法資料』上中下巻（憲法資料刊行会 , 1934）として
別に刊行。近年の影印版として檜山幸夫 総編集 , 伊藤博文文書研究会 監
修 『伊藤博文文書』全 127 巻（ゆまに書房 , 2007-2015）。
6　伊藤隆氏（東京大学名誉教授）は平成2（1990）年4月～平成7（1995）年
3月に当館客員調査員。
7　鳥海靖「伊藤博文の立憲政治調査」（鳥海靖・三谷博・西川誠・矢野信幸 
編『日本立憲政治の形成と変質』吉川弘文館, 2005）pp.128-129では、
伊藤と宰相ビスマルクとの面会は、伊藤のドイツでの調査がほぼ終わりベルリン
を離れる直前の明治16（1883）年1月30日であったことが示されている。
8　伊藤に関する著書として、瀧井一博『伊藤博文　知の政治家』中央公論
新社, 2010 <GK65-J25>；同『明治国家をつくった人びと』講談社, 2013 
<GB421-L19>
9　伊藤に関する著書として、伊藤之雄『伊藤博文　近代日本を創った男』講談
社, 2009 <GK65-J17>

10　マリウス B. ジャンセンが、ジョン W. ホールら日本研究者とともに設立した
近代日本研究会議（Conference on Modern Japan）が、昭和35（1960）年
の夏（8月30日～9月1日）に箱根で開いた会議。日米の研究者間で日本の「近代
化」についての議論を活発化させる契機となった。
11　鳥海靖「スカラピーノ著 日本―伝統主義と民主 義々の中間」『東洋学報』
43(3), 1960.12, pp.103-106 <Z8-406>
12　東京大学に設置された比較文学比較文化研究室（昭和28（1953）年に
発足）の所属教員を指すものと思われる。
13　岩倉使節団に関する芳賀の編著書として、芳賀徹編『岩倉使節団の比較
文化史的研究』思文閣出版, 2003 <A99-Z-H69>
１４　国立国会図書館支部上野図書館を指す。上野公園にあった（帝国図書
館改め）「国立図書館」は、「国立国会図書館法」（昭和23年法律第5号）の制
定に伴う政令「国立図書館官制を廃止する等の政令」（昭和24年3月31日政令
第58号）により、昭和24（1949）年以降、国立国会図書館支部上野図書館と
なった（4月1日発足）。
１５　国立国会図書館は、昭和23（1948）年の開館から昭和36（1961）年ま
で、赤坂離宮（現・迎賓館）の場所に置かれた。昭和36（1961）年に永田町の
新庁舎（現・東京本館［本館］）に移転。
１６　当該書簡の発見経緯について伊藤隆『日本近代史　研究と教育』伊藤
隆, 1993, p.235 <GB411-H153>
１７　両氏の代表的な憲法史研究として稲田正次『明治憲法成立史』有斐閣, 
上巻（1960）, 下巻（1962）<323.3-I367m>；清水伸『独墺に於ける伊藤博
文の憲法取調と日本憲法』岩波書店, 1939
https://dl.ndl.go.jp/pid/1278418
１８　山県宛書簡を集成した資料集として尚友倶楽部山縣有朋関係文書編纂
委員会編『山縣有朋関係文書』山川出版社, 第1巻（2005）<GK157-H20>, 
第2巻（2006）<GK157-H28>, 第3巻（2008）<GK157-J1>
１９　岡義武 『山県有朋  明治日本の象徴』 岩波書店, 1958  ＜289.1-Y233Oy＞；
篠原一・三谷太一郎 編『岡義武著作集』第5巻 (山県有朋・近衛文磨) 岩波書
店, 1993 <GB411-E41>
※本記事の＜　　＞内は当館請求記号　
※当館憲政資料室のご案内は本誌p.18もご覧ください。
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▲　「国立国会図書館デジタルコレクション」の画面
　　https://dl.ndl.go.jp/pid/11030981
　　 鳥海氏は平成７（１９９５）年から同 12（２０００）年にかけて、当館客員調査員とし

て伊藤博文の旧蔵文書の読解と目録カード作成にあたりました。平成 30（２０１８）
年 3 月14日には当館デジタルコレクション上において「伊藤博文関係文書（その１）」
書類の部全件の画像が公開されました。鳥海氏がその知見を生かしてオリジナルの
書簡を読解した上で作成した目録カードは、デジタルコレクション上の書簡の年代や
内容として生かされています。聞き取り当日、「びっしり書いてあるカードがあるのはな
ぜ？」と質問したところ、「全文とっといたほうが内容が分かるものや簡単に要約できな
いものはびっしり書いている」というお答えでした。なお、この聞き取りも、「伊藤博文
関係文書（その１）」のデジタル化を進めるに先立って、伊藤博文の関係資料につ
いてより深く知る目的で行われたものです。

▲　鳥海氏が作成した目録カードの一例
「伊藤博文関係文書（その 1）」（憲政資料室所蔵）の内容が記
されている。くずし字で記された書簡の内容の要点をまとめ、年代
推定を行っている。

書
簡
の
原
本
の
画
像

▲
　　　　　　　　　　　　©BBM

初めての著作～１６才（高校在学中）の雑誌投稿～
鳥海靖「プロ選手のコーチを認めよ」『ベースボール・マガジン』,5(5), 1950.5（「読者の声」欄）
＜Z11-24＞
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
近
現
代
の
政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て

い
た
個
人
文
書
（
憲
政
資
料
約
四
三
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
東
京
本
館
憲
政
資
料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を

支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課
）

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、所蔵資料の概要については、
国立国会図書館ホームページ「憲政資料室」（https://
www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html）、
今回紹介する資料を含む憲政資料の概要については、
リサーチ・ナビ「憲政資料（憲政資料室）」（https://
rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/index.html）をご覧ください。

憲政資料室

近こ
ん
ど
う
れ
ん
ぺ
い

藤
廉
平
関
係
文
書

（
一
八
一
三
点
、　
令
和
五
年
六
月
公
開
）

　

日
露
戦
争
後
、
産
業
革
命
が
進
行
し
全

国
で
実
業
家
層
が
台
頭
す
る
と
、
そ
の
勢

力
は
政
治
的
に
も
無
視
で
き
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
大お

お
う
ら浦
兼か
ね
た
け武
と
い
え
ば
、
反

民
権
派
の
警
察
官
僚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
の
で
す
が
、
他
方
で
彼
は
、
そ
の
よ

う
な
実
業
家
層
を
藩
閥
の
支
持
勢
力
と
す

べ
く
政
治
的
に
組
織
し
よ
う
と
努
め
、
大

同
倶
楽
部
・
中
央
倶
楽
部
な
ど
「
吏り

と
う党
」

を
編
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
五

月
一
五
日
に
、
任
期
満
了
に
よ
る
第
一
一

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

の
で
す
が
、
写
真
1
で
紹
介
す
る
資
料
は
、

実
業
家
の
近
藤
廉
平
に
対
し
大
浦
が
、
吏

党
系
候
補
者
の
選
挙
資
金
援
助
を
依
頼
し

た
書
簡
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、「
戦
闘
準

備
日
々
に
切
迫
し
甚

は
な
は
だ

困
難
を
極
め
候
そ
う
ろ
う」

（
Ａ
）
と
窮
状
の
訴
え
に
始
ま
り
、「
御

示
の
額
に
今
一
歩
御
進
め
被く

だ
さ
れ
そ
う
ら

下
候
は
ゝ

無こ
の
う
え
な
く

此
上
大
幸
」（
Ｂ
）
と
追
加
を
求
め
、

最
後
に
は
「
恰あ

た
かも
十
万
の
援
兵
を
得
た
る

近藤廉平（1848-1921）
嘉永元（1848）年、徳島の医者の家に生まれる。慶應義塾や
大学南校で学び、明治5（1872）年に三菱商会入社。明治16

（1883）年 に は 郵 便 汽 船 三 菱 会 社 横 浜 支 店 支 配 人となる。
この 時、同 社 の 独占状 態をこころよく思わ な い 政 府・財 界
関係者が共同運輸を設立、激しい競争となったが、両社は
合併して日本郵船となり、近藤は明治28（1895）年から死去
する大 正10（1921）年まで 社 長を務 める。日露 戦 争 後 は 財
界指導者として活動、明治43（1910）年渡清実業団団長、明
治44（1911）年男爵、大正7（1918）年貴族院議員となる。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」 

（https://www.ndl .go. jp/portrait/datas/566/）
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写真1　大浦兼武書簡　近藤廉平宛
上から明治45年3月16日付<近藤廉平関係文書75>、明治45年4月26日付<同77>、明治45年4月29日付<同78>

心
持
」（
Ｃ
）
と
、
希
望
ど
お
り
の
援
助

を
受
け
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

選
挙
後
の
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年

一
〇
月
に
、
国
際
収
支
の
悪
化
を
憂
え
た

近
藤
は
「
経
済
私
見
」
を
発
表
、
そ
れ
に

共
感
し
た
桂

か
つ
ら

太た
ろ
う郎
は
同
年
一
二
月
に
三
度

目
の
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
際
、

近
藤
に
逓て

い
し
ん信
大
臣
の
椅
子
を
用
意
し
ま
し

た
が
、
結
局
就
任
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

大浦兼武（1850-1918）
嘉 永3（1850）年、鹿 児 島 の 宮 之 城 島 津 家 藩 士 の 家 に 生
まれる。戊 辰 戦 争 に 参 加し、維 新 後 は 警 視 庁 警 察 官とな
り、西南戦争に従軍、また自由民権運動取締りに当たる。
島 根・山 口・熊 本・宮 城 県 知 事を歴 任した のち、明 治31

（1898）年 警 視 総 監となり、以後、貴 族 院 議員、逓 信 大 臣、
農 商 務 大 臣、内 務 大 臣となる。日露 戦 争 後 は 桂 太 郎 首 相
の 下で、幸 倶 楽 部 指 導 者として貴 族 院 を 牛 耳り、衆 議 院
でも吏党系勢力を指導し、立憲同志会が結成されると幹
部となった。大正4（1915）年、買収事件により失脚。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」 

（https://www.ndl .go. jp/portrait/datas/450/）

Ａ

Ｂ

Ｃ
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安あ
ん
ど
う東
貞て
い
び美
関
係
文
書（
第
四
次（
二
〇
二
二
年
）受
入

分
）

（
二
一
点
　
令
和
四
年
一
〇
月
公
開
）

　

朝
鮮
駐ち
ゅ
う
さ
つ箚軍
司
令
官
、
台
湾
総
督
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
た
陸
軍
大
将
・
安
東
貞

美
の
日
記
で
す
。
明
治
一
五（
一
八
八
二
）

年
か
ら
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
ま
で

の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
日
記（
懐
中
日
記
）

と
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
か
け
て
の
日
記

帳
、
あ
わ
せ
て
二
一
点
を
新
た
に
公
開
し

ま
し
た
。

　

憲
政
資
料
室
で
は
、
平
成
二
五
（
二
〇

一
三
）
年
以
降
数
度
に
わ
た
り
ご
遺
族
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
安
東
の
旧
蔵
資
料
を
所
蔵

し
て
い
ま
す＊

が
、
そ
の
中
の
日
記
は
明
治

二
〇
年
代
後
半
か
ら
明
治
三
〇
年
代
後
半

ま
で
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
今
回
の
資
料
は

そ
の
欠
け
て
い
る
時
期
を
補
う
も
の
で

す
。既
に
当
室
で
所
蔵
し
て
い
た
日
記
と
、

表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
同
種
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
元
々
同

じ
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
（
写
真
2
）。

　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
日
記
の
内

容
を
見
て
み
ま
す
。
五
月
一
日
、
宮
中
で

大
正
天
皇
か
ら
「
御
声
爽
か
に
台
湾
総
督

に
任
す
」
と
告
げ
ら
れ
、
安
東
は
「
最
敬

礼
を
為な

し
て
拝
任
を
謝
し
奉
」
っ
た
と
記

し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
六
月
一
五
日
に

は
台
北
に
着
任
し
、
そ
れ
か
ら
連
日
、
台

湾
各
地
の
視
察
を
行
っ
て
い
る
記
述
が
続

き
ま
す
。
着
任
か
ら
さ
ほ
ど
経
た
な
い
八

月
三
日
の
未
明
に
、
日
本
統
治
下
の
台
湾

に
お
け
る
最
大
規
模
の
抗
日
蜂
起
事
件
と

さ
れ
る「
西せ

い
ら
い
あ
ん

来
庵
事
件（
タ
パ
ニ
ー
事
件
）」

が
島
南
部
で
発
生
し
ま
す
が
、
八
月
三
日

に
そ
の
旨
が
記
さ
れ
、
四
日
に
安
東
は
守

備
隊
に
対
応
を
命
じ
て
い
ま
す（
写
真
4
）。

安東貞美（1853-1932）
嘉永6（1853）年長野生まれ。明治5（1872）年に
大 阪 陸 軍 兵 学 寮を卒 業 後、陸 軍 軍 人として西
南戦争、日清戦争、日露戦争に従軍し、第10 師
団 長、第12 師 団 長、朝 鮮 駐 箚 軍 司 令 官 等を歴
任。明治40（1907）年には男爵を授かり、大正4

（1915）年1 月に陸軍大将。同年5 月に台湾総督
に就任し、大正7（1918）年まで務めた。大正12

（1923）年退役、昭和7（1932）年死去。
肖像写真の出典：『華族畫報』華族畫報社、1913

（https://dl .ndl .go. jp/pid/11579194/1/374）

写真3　大正四年当用日記　大正4年5月1日　<安東貞美関係文書2017>

写真2　日記帳の表紙に貼られたラベル
（左）　既所蔵分　　明治三十八年当用日記

　　　　　　　　　https://dl.ndl.go.jp/pid/12848868
（右）　新規公開分　明治四十一年当用日記

　　　　　　　　　<安東貞美関係文書2011>

＊「憲政資料室の新規公開資料から」安東貞美関係文書（本誌第643号、2014年10月）
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写真4　大正四年当用日記　大正4年8月3日・4日　<安東貞美関係文書2017>

写真5　明治四十二年当用日記　明治42年2月28日
　　　　<安東貞美関係文書2012>

日 記と言っても、日々の 記 述 は 執 務 の
記録や来訪者名が大半で、おおむね簡
潔です。
そんな中、ある日の欄に「無記事」とし
な がら、「禁 煙 記 念」と力 強 い 筆 致で 大
書されたページがありました（写真5）。
強い決意が見て取れます。
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写真6　柳田国男書簡　石渡敏一宛　〔大正8年〕9月30日　<石渡敏一関係文書24>

書簡の冒頭と後半、封筒。

石い
し
わ
た
と
し
か
ず

渡
敏
一
関
係
文
書

（
五
〇
点
　
令
和
五
年
二
月
公
開
）

　

明
治
期
に
司
法
官
僚
と
し
て
次
官
ま
で

登
り
詰
め
、
第
一
次
西さ

い
お
ん
じ

園
寺
公き
ん
も
ち望
内
閣
の

内
閣
書
記
官
長
と
し
て
首
相
を
支
え
た
経

験
を
持
ち
、
後
に
長
く
貴
族
院
議
員
な
ど

も
務
め
た
、
石
渡
敏
一
の
資
料
で
す
。
書

簡
類
が
中
心
で
あ
り
、
職
務
上
の
関
係
者

か
ら
届
い
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
写
真
6
は
、
民
俗
学
者
と
し
て
知
ら
れ

る
柳や

な
ぎ
た田
国く
に
お男
が
石
渡
へ
宛
て
た
書
簡
で
、

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
九
月
三
〇
日
付

け
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
柳
田
は
も
と
も
と

官
僚
で
、
農
商
務
省
勤
務
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
の
頃
に
は
貴
族
院
書
記
官
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
書
記
官
長
は
、
現
在
で

い
え
ば
議
院
の
事
務
総
長
に
当
た
り
、
議

長
の
指
揮
に
よ
り
事
務
を
司
る
役
職
で
し

た
。
し
か
し
、
柳
田
と
当
時
の
貴
族
院
議

長
で
あ
る
徳と

く
が
わ川
家い
え
さ
と達
と
の
関
係
は
険
悪

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、こ
の
間
、

柳
田
と
徳
川
と
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

物
が
仲
介
役
と
し
て
立
ち
、
石
渡
も
そ
の

一
人
で
し
た
。

　

柳
田
は
、
石
渡
宛
て
の
書
簡
の
中
で
、

「
本
日
を
以も

っ

て
稍や
や

強
烈
な
る
書
状
を
議
長

ニ
呈
し
置
候

そ
う
ろ
う
　

多
分
今
頃
ハ
怒
り
且か

つ
困

り
居
ら
る
ゝ
事
と
存
候
」（
Ａ
）
と
徳
川

へ
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、「
議

長
ニ
し
て
最
明
白
に
小
生
ニ
対
し
過

あ
や
ま
ちを
悔

い
ら
る
ゝ
な
ら
は
其そ

れ

に
て
よ
ろ
し
く
候
」

（
Ｂ
）
と
徳
川
の
反
省
を
望
ん
で
い
ま
す
。

原
口
大
輔
著
「
徳
川
家
達
と
柳
田
国
男
―

「
河か

わ
い井
弥や
は
ち八
日
記
」か
ら
見
る
柳
田
辞
職
問

題
―
」（『
史
淵
』
１
５
３
号
、
九
州
大
学

大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、
２
０
１
６
）

に
よ
る
と
、
柳
田
の
部
下
で
後
任
の
書
記

官
長
と
な
る
河
井
弥
八
が
残
し
た
メ
モ

に
、
柳
田
が
徳
川
へ
宛
て
た
書
簡
に
関
す

る
も
の
が
あ
り
、
徳
川
が
補
佐
役
と
し
て

功
績
の
あ
る
柳
田
を
密
か
に
排
斥
し
よ
う

と
し
た
り
、
河
井
ら
書
記
官
を
執
事
の
よ

う
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
に
対
し
て
非
難

す
る
内
容
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
柳
田

が
徳
川
へ
宛
て
た
「
強
烈
な
る
書
状
」
は
、

両
者
の
間
に
積
も
っ
た
確
執
が
形
に
現
れ

た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
石
渡
へ
宛
て
た
こ

の
書
簡
は
、
そ
の
関
係
の
こ
じ
れ
を
傍
証

す
る
も
の
と
も
言
え
る
よ
う
で
す
。結
局
、

柳
田
は
そ
の
年
の
暮
れ
に
貴
族
院
事
務
局

を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
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石渡敏一（1859-1937）
安 政6 （1859）年 東 京 生まれ。
司法官僚として、大審院検事、
司 法 次 官 な ど の 要 職 を 担っ
た。そ の 後、第1 次 西 園 寺 内
閣 の 内 閣 書 記 官 長、貴 族 院 
議 員、枢 密 顧 問 官 を 務 め た。
法学博士。昭和12（1937）年死
去。
肖 像 写 真 の 出 典：『貴 族 院 要 覧　 昭
和7 年12 月増 訂　 丙』貴 族 院 事 務 局　
1933

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1653724/1/99）

柳田国男（1875-1962）
明治8 （1875）年兵庫生まれ。
農商務省入省後、法制局参事
官 を 経 て、大 正3（1914）年 に
貴族院書記官長に就いた。退
官後は、東京朝日新聞社論説
委員などを務めた。在官中か
ら『遠 野 物 語』を刊 行 するな
ど民 間 伝 承 研 究 に 取り組 み、
日本 民 俗 学を切り拓 い た。昭
和37（1962）年死去。
肖像写真の出典：『帝國貴衆両院寫真画帖』
東京タイプ社　1917<AZ-244-M8>

Ｂ
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森も
り

正し
ょ
う
ぞ
う蔵
関
係
文
書

（
七
五
点
　
令
和
四
年
一
〇
月
公
開
）

　
写
真
7
は
、
吉よ
し
だ田
茂し
げ
る（

写
真
8
）
が
森
正

蔵
へ
送
っ
た
礼
状
で
す
。「
過
日
ハ
御
光

来
」、「
故
翁
の
録
音
盤
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
の
み
で
は
、
そ
の
内
容
は

分
か
ら
ず
、
封
筒
の
表
に
は
切
手
や
消
印

も
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
吉
田
が
い
た
目

黒
官
邸
か
ら
誰
か
に
持
た
せ
た
も
の
ら
し

く
、
年
代
推
定
も
困
難
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
書
簡
を
含
む
森

正
蔵
関
係
文
書
に
は
、
森
に
よ
る
日
記
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
吉
田
が
官
邸
に
い

た
時
期
で
日
付
周
囲
の
記
載
を
探
し
て
み

ま
す
と
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
の

六
月
二
三
日
に
「
吉
田
首
相
か
ら
、
古
島

翁
演
説
音
盤
を
贈
っ
た
の
に
対
す
る
礼
状

が
と
ど
い
た
。
な
か
な
か
立
派
な
書
で
あ

る
」（
写
真
9
）
と
の
文
章
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
日
記
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

め
く
っ
て
い
き
ま
す
と
、
録
音
盤
に
つ
い

て
、
六
月
二
一
日
に
「
古
島
翁
の
蓄
音
器

レ
コ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
一
組
ず
つ
、
吉
田

首
相
と
緒お

が
た方
竹た
け
と
ら虎
氏
と
に
送
付
す
る
。」

と
い
っ
た
記
述
が
出
て
き
ま
す
。
六
月

一
八
日
に
は
、
森
を
含
め
て
数
人
が
吉
田

に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
過
日
」

は
こ
の
日
の
よ
う
で
す
。
そ
の
集
ま
り

は
「
ま
る
で
故
翁
の
追
想
座
談
会
の
観
に

な
っ
た
」
と
、
同
年
五
月
二
六
日
に
死
去

し
た
古こ

じ
ま島
一か
ず
お雄
（
写
真
10
）
―
当
時
、
吉

田
の
指
南
番
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
物

―
の
思
い
出
を
含
め
て
記
し
て
い
ま
す
。

　

手
紙
と
日
記
な
ど
、
旧
蔵
者
の
資
料
が

ま
と
ま
っ
て
遺
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
資
料
の
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
一
例
で
す
。

写真7　吉田茂書簡　森正蔵宛　〔昭和27年〕6月23日　<森正蔵関係文書53>

森正蔵（1900-1953）
明 治33（1900）年 滋 賀 生 ま れ。大 正13（1924）年 に
東京外国語学校露語学科卒、大阪毎日新聞社に入
り、昭 和10（1935）年 に モスクワ 特 派 員、帰 国 後 は
同社の外信部ロシア課長となり、ソビエト通として
講 演 や 執 筆 を 行う。のちに、論 説 委 員、社 会 部 長、
出版局長等を歴任。戦後に執筆した『旋風二十年 
: 解 禁 昭 和 裏 面 史 』上 下（ 鱒 書 房、昭 和20-21）は
ベストセラーになる。昭和28（1953）年死去。
肖像写真の出典：〔日記〕< 森正蔵関係文書42>

写真8　吉田茂（1878-1967） 
外交官・政治家
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」

（https://www.ndl.go.jp/portrait/
datas/350/）

写真9　〔日記〕　昭和27年6月23日

<森正蔵関係文書42>

写真10　古島一雄（1865-1952）
ジャーナリスト・政治家
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」

（https://www.ndl.go.jp/portrait/
datas/392/）
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写真11　アマゾニア産業研究所研究報告 第壱輯 大アマゾニアニ於ケルジュートニ関スル試験研究<上塚司旧蔵文書2018>

上う
え
つ
か塚
司つ
か
さ

旧
蔵
文
書
（
追
加
分
）

（
一
三
六
点
、
令
和
五
年
一
月
公
開
）

　

上
塚
司
は
、
衆
議
院
議
員
を
務
め
、
高た
か

橋は
し

是こ
れ
き
よ清
の
秘
書
官
と
し
て
国
政
に
か
か
わ

る
一
方
で
、
遠
く
離
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア

マ
ゾ
ン
地
帯
開
発
に
情
熱
を
傾
け
ま
し

た
。

　
写
真
11
は
、
上
塚
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
設
立

し
た
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
が
作
成
し

た
、
ジ
ュ
ー
ト
（
黄
麻
）
の
栽
培
に
係
る

研
究
報
告
で
す
。
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究

所
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
梱
包
す
る
麻
袋
の

素
材
で
あ
る
ジ
ュ
ー
ト
が
イ
ン
ド
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
で
の
栽
培
を
試
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
は
、
ジ
ュ
ー
ト
の

栽
培
だ
け
で
な
く
、
品
種
改
良
に
も
成
功

し
ま
す
。
今
回
追
加
で
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
資
料
に
は
、
戦
後
に
移
住
関
連
団
体
の

関
係
者
と
し
て
入
手
し
た
資
料
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
書
き
込
み
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

見
ら
れ
る
（
写
真
12
）
こ
と
か
ら
も
、
冷

め
る
こ
と
の
な
い
南
米
移
民
事
業
へ
の
熱

意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
時
代
以
降
、
日
本
人
は
ア
メ
リ

カ
、
ハ
ワ
イ
な
ど
へ
盛
ん
に
移
住
す
る
一

方
で
、
現
地
住
民
と
の
摩
擦
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
九
〇
〇
年
代
頃
か

ら
、
移
住
を
後
押
し
し
た
政
治
家
・
実
業

家
や
日
本
人
移
住
者
に
移
住
先
候
補
の
一

つ
と
し
て
次
第
に
注
目
さ
れ
だ
し
た
の
が

ブ
ラ
ジ
ル
で
し
た
。
国
内
の
人
口
が
増
え

続
け
る
中
、
日
本
人
が
海
外
で
の
就
業
を

志
し
て
い
た
時
代
は
、
人
口
減
少
を
迎
え

た
現
代
日
本
か
ら
み
れ
ば
隔
世
の
感
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
代
の
雰
囲
気
の

一
端
を
現
在
の
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る

の
は
、
こ
う
い
っ
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
資

料
な
の
で
す
。

上塚司（1890-1978）
明 治23 （1890）年 熊 本 生まれ。南 満 洲 鉄 道 株 式
会社社員、衆議院議員を経て高橋是清の秘書官
となり、農商務、商工、大蔵各大臣時の政務を補
佐。戦 後 は 第1 次 吉 田 内 閣 大 蔵 政 務 次 官、衆 議
院 外 務 委 員 長、アマゾ ニア産 業 研 究 所 長、日本
高等拓殖学校長、日伯中央協会理事長等を歴任
した。同じく日本 人 のブラジ ル 移 住 に か か わっ
たことで知られる上塚周平は、従兄にあたる。
肖 像 写 真 の 出 典：『 衆 議 院 要 覧　 下 巻 』衆 議 院 事 務 局　
1920

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1337693/1/129）

写真12　『海外移住研究』 第2号　昭和34年　<上塚司旧蔵文書2085>

12ページの「第３表　ヨーロッパ国別出移民数（1956・57年）」の下の書き込み
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国際子ども図書館展示会「おいしい児童書」
　みんな！　食べて生きている
　地球上には数多くの国と地域があり、多種多様な文化が花開いていますが、実は共通項があるのです。
それは、「食」です。「食」と無関係に生きている人は、地球上には存在しないと言ってもよいでしょう。
　この人類共通の「食」というテーマは、児童書でも広く取り上げられています。よく知られている
日本の作品を始め、海外の作品においても、食べることの喜びや幸せが描かれるだけではなく、食物
連鎖、摂食障害、家族構成の多様化、人類の活動の地球環境への影響など、「食」を通して見えてくる
現代社会の諸課題も取り上げられています。
　本展示会では、まず、第1章「つくる」第2章「たべる」で、大地で栽培される食材、食材を買い
に行くこと、食材を調理すること、料理を食卓に並べて味わうことを描いた作品を紹介します。そして、
第3章「かんがえる」では、人体や社会、地球環境といった様々な視点から「食」に関する課題を意
識した作品を取り上げます。

第1章　つくる
　種をまいて農作物を収穫したり、市場で食材を買ってキッチンで調理したり、「つくる」
ことに着目します。
大地のごちそう大地のごちそう 
　野菜や果物には、農家の人々のたくさんの手間と苦労がつまっています。育てる労力が大きいほど、
収穫の喜びはひとしおです。たくましく育ち、豊かに実る農作物が、児童書においても数多く取り
上げられています。
お買い物へ行こう！お買い物へ行こう！ 
　お店や市場での食べものの売り買いは、生活に必要であるだけではありません。楽しみや発見を
与えてくれる、心躍る体験なのです。
キッチンの風景キッチンの風景 
　作り手たちが腕をふるい、「つくる」ことの楽しみ、誰かと協力することの喜びを教えてくれます。
国や地域に根付いた調理方法を若い世代や異なるルーツを持つ人たちに伝える作品もあります。

『おおきなかぶ』
A.トルストイ 再話 , 内田莉莎子 訳 , 佐藤忠良 画 
福音館書店 1966【Y18-M98-330】

『せかいいちおいしいスープ : あるむ
かしばなし』
マーシャ・ブラウン 文・絵， こみや
ゆう 訳 岩波書店 2010

【Y18-N10-J163】

『世界の市場 : おいしい ! たのしい !24
のまちでお買いもの』
マリヤ・バーハレワ 文 , アンナ・デ
スニツカヤ 絵 , 岡根谷実里 訳　河
出書房新社　2022【Y1-N22-M363】
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国際子ども図書館では、10月1日から12月24
日まで、展示会「おいしい児童書」を開催し
ています。ここでは、この展示会の概要をご
紹介します。

開催日：2023年10月1日（日）～12月24日（日）
会期中の休館日：毎週月曜日、国民の祝日・

休日、毎月第3水曜日（資
料整理休館日）

開催時間：9時30分～17時
会場：国際子ども図書館 レンガ棟3階 本の

ミュージアム
入場料：無料

※【　】内は国立国会図書館請求記号。本稿に掲載するものはすべて国際子ども図書館所蔵。

第2章　たべる
　「たべる」ことは、生きるために必要不可欠な行為です。それだけではなく、家族や友人
と食卓を囲むことは空腹を満たす以上の意味を持ちます。ふだんの食卓に並ぶ料理やお菓
子、特別な日を彩る食べものを描いた作品を取り上げます。
食卓の風景食卓の風景 
　食卓を彩るおいしい食べものと、食べものを分かち合う様子が描かれます。家族や友だち、時に
は出会ったばかりの相手とともに食卓を囲むことは、互いの絆を深めるきっかけとなります。
特別な日特別な日 
　お祭りや、儀式、行事には、それにちなんだ食べものがつきものです。年末年始のお祭りや大地
への感謝をこめたお祝い、亡くなった人を想う儀式など、特別な気持ちのこもった食べものが描か
れます。

『おちゃのじかんにきたとら』
ジュディス・カー 作 , 晴海耕平 訳　
童話館出版　1994【Y18-10199】

『トゥクパをたべよう : インドのごちそ
うスープ』
プラバ・ラム, シーラ・プルイット ぶ
ん , シルパ・ラナデ え , あまがいひ
ろみ やく　イマジネイション・プラ
ス　2020【Y18-N20-M241】

『きょうのごはん』
加藤休ミ 作　偕成社　2012

【Y17-N12-J937】
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第3章　かんがえる
　「つくる」「たべる」の後に、食について「かんがえる」章を設けました。「つくる」こと「た
べる」ことを、異なる側面からとらえてみます。

「たべる」とどうなる？「たべる」とどうなる？ 
　生き物は、「たべる」ことで栄養を得て成長し、活動しています。体内の微生物から生態系におけ
る生命のサイクルまで、食べた後の世界に目を向けます。
「たべない」「たべられない」「たべない」「たべられない」 
　世界には、「たべない」ことが生活に根付いている国・地域があります。一方で、様々な理由で「た
べられない」人たちもいます。その背景には何があるのでしょう。
家族と食卓家族と食卓 
　誰とどのように食卓を囲むのかは、暮らす国・地域の食文化や信仰する宗教によって異なります。
様々な家族が登場する作品から、家族と食卓の多様性を紹介します。
食べものが届くまで食べものが届くまで 
　食べものが食卓に届くまでに、多くの人々が関わっています。食べものを扱う技術も進化してき
ました。
「どん欲」と地球「どん欲」と地球 
　生物多様性の危機に直面する現在、持続可能な成長が提唱されています。児童書の中でも、人間
の「どん欲」に対する警鐘が鳴らされているのです。

『もったいないばあさん』
真珠まりこ 作・絵　講談社　2004

【Y17-N04-H1145】

『からあげビーチ』
キリーロバ・ナージャ さく　古谷萌
と五十嵐淳子 え 文響社　2021

【Y2-N21-M144】

『はらぺこあおむし』
エリック・カール さく, もりひさし やく 
偕成社 1989【Y18-N05-H98】
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　本展示会では、国際子ども図書館で所蔵する約160の国と地域の児童書の中から、「食」に関わ
る児童書約240点を展示します。みなさんがよく知っている児童書についても、「食」というテー
マを通して、新しい発見があると思います。「食」をキーワードに、児童書で世界をめぐる旅へと
出かけてみましょう！

　このほか、次のようなトピックについて描かれた作品を集めたコーナーを設けています。

飲みもの飲みもの 
　実は食べものよりも口にする機会が多いです。
道具道具 
　「食」には道具が不可欠です。
食べられてしまう食べられてしまう 
　食べる側だと思っていた登場人物が食べられる側になるお話はいかが？
ファンタジーの食卓ファンタジーの食卓 
　ファンタジー作品にも「食」が取り上げられています。
アートな食べもの絵本アートな食べもの絵本 
　食べものをテーマにした芸術性に富む作品たち。

関連講演動画配信
「絵本に描かれる食べもの―異文化理解、暮らし、
ジェンダーの視点から―」

10月１日（日）、龍谷大学短期大学部准教授の生駒幸子氏を講
師にお迎えし、絵本に描かれる食べものについて、異文化理解、
暮らし、ジェンダーの視点から読み解いていただく講演会を
開催しました。12月24日（日）まで、事前に収録した動画を
YouTubeの国立国会図書館公式チャンネルで公開しています。
文化・時代を超えて読み継がれる、食べものが描かれる絵本の
魅力を一緒に探ってみませんか。

https://www.kodomo.go.jp/event/event/event2023-10.html

『ぐりとぐら』
なかがわりえこ, おおむらゆりこ [ 著 ] 
福音館書店 1963【Y17-M98-793】

『フルーツちゃん!』
ハミード・トラーブリー 作 , ジャアファ
ル・エブラーヒーミー 文 , 愛甲恵子 
訳　ブルース・インターアクションズ　
2006【Y18-N06-H403】

生駒幸子氏生駒幸子氏
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佐
藤 

信
　

あ
る
事
象
が
ど
れ
く
ら
い
流
行
っ
て
い
た
の
か
、
実
証
的

に
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
２
０
０
４
年
以
降
で
あ
れ
ば
、
ト

ピ
ッ
ク
の
検
索
数
の
推
移
を
見
せ
て
く
れ
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
と
い
う
便
利
な
ツ
ー
ル
が
あ
る
。
時
代
を
遡

る
と
な
る
と
、
グ
ー
グ
ル
が
電
子
化
し
た
本
へ
の
語
句
の
出

現
回
数
の
推
移
を
見
せ
て
く
れ
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
ｓ　

Ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ　

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
が
あ
る
が
日
本
語
は

対
象
外
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
２
０
０
３
年
以
前
の
日
本
語

に
つ
い
て
一
定
程
度
こ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
の
が
Ｎ
Ｄ

Ｌ　

Ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ　

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
（
Ｎエ
ヌ

Ｎエ
ヌ

Ｖブ
イ

と
略
す
）
で

あ
る
。

　

一
例
を
紹
介
し
よ
う
。
３
月
に
ボ
ス
ト
ン
で
開
か
れ
た
国

際
学
会
で
、「
ノ
ン
ポ
リ
」
の
歴
史
を
た
ど
る
報
告
に
コ
メ
ン

ト
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
海
外
の
報
告
者
は
「
ノ
ン
ポ
リ
」

と
い
う
言
葉
が
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
よ

う
な
の
だ
が
、
現
在
日
本
に
住
む
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
だ
ろ
う
。
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
時
期
に

盛
ん
に
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
す
ぐ
さ
ま
Ｎ
Ｎ
Ｖ
を
開
い
て

「
ノ
ン
ポ
リ
」
と
打
ち
込
む
だ
け
で
、
大
学
紛
争
の
１
９
６
０

年
代
末
に
こ
の
単
語
が
盛
ん
に
使
わ
れ
た
こ
と
を
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
た
［
図
１
］。
言
う
ま
で
も
な
く
、
セ
ク
ト
化
し

て
い
く
大
学
紛
争
の
な
か
で
、
そ
れ
か
ら
距
離
を
置
く
学
生

た
ち
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｎ
Ｖ
の
威
力
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
こ
こ
に
数

が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
該
当
箇
所
を
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
デ
ジ
コ
レ
）
で

―
―
当
該
資
料
の
公
開
範
囲
に
よ
っ
て
は
自
宅
に
い
な
が
ら

に
し
て
―
―
閲
覧
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
デ

ジ
コ
レ
で
見
て
み
る
と
、
60
年
代
よ
り
前
に
も
「
ノ
ン
ポ
リ
」

と
い
う
言
葉
は
わ
ず
か
に
使
わ
れ
て
い
て
、
し
か
も
違
っ
た

意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
52

年
に
は
、
当
時
ま
だ
学
習
院
大
学
に
在
学
中
だ
っ
た
武
者
小

路
公
秀
（
国
際
政
治
学
者 

１
９
２
９
～
２
０
２
２
）
が
「
全

パ
ル
（
全
然
パ
ル
タ
イ
＝
共
産
党
員
）」
と
対
比
し
て
「
ノ
ン

〝
ノ
ン
ポ
リ
〟
と
〝
非
政
治
〟

国
立
国
会
図
書
館
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
を
対
象
に
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ

技
術
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
連
載
で
は
、
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
中
で
の
語
彙
の
出
現

頻
度
を
視
覚
化
で
き
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ 

Ｎ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ 

Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
を
活

用
し
て
、
出
版
物
の
中
の
語
彙
の
使
わ
れ
方
を
考
え
ま
す
。

第
２
回
目
は
、
日
本
政
治
の
専
門
家
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東京都立大学法学部准教授
（現代日本政治・日本政治外交史）
空間やジェンダーに着目して日本政
治を研究している。著書に『鈴木茂
三郎 1893-1970―統一日本社会党
初代委員長の生涯』( 藤原書店 )、『60
年代のリアル』（ミネルヴァ書房）、『日
本婚活思想史序説』（東洋経済新報
社）、『近代日本の統治と空間 私邸・
別荘・庁舎』（東京大学出版会）が
ある。

　NDL Ngram Viewer　https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/
　検索結果の取得日　2023 年 8月14日

図１　「ノンポリ」の検索結果　検索対象：雑誌
第
２
回

「ノンポリ」のピーク

                                                                                                                                                 　連載　ＮＤＬ Ｎｇｒａｍ Ｖｉｅｗｅｒを使ってみました

SATO Shin

▲検索対象：雑誌
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ポ
リ
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
（『
声
』
８
９
６
号
）。
全
共

闘
な
ど
新
左
翼
の
学
生
た
ち
が
共
産
党
を
批
判
し
て
い
た
60
年

代
末
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
、
共
産
党
員
で
あ
る
こ
と
が
最
も

政
治
的
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
「
ノ
ン
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
」
の
よ
う
な
言
葉
も
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
Ｎ
Ｎ
Ｖ
を
使
っ
た
あ
と
に
デ
ジ

コ
レ
で
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
は
必
須
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｎ
Ｖ
は
お
お
ま
か
な
雰
囲
気
を
即
座
か
つ
直

観
的
に
掴
み
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
の
に
強
力
な
ツ
ー
ル
だ
。

た
だ
、
文
字
認
識
結
果
に
誤
り
が
あ
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
図
書
・
雑
誌
の
み
が
対
象
で
あ
る
点
に
は
注
意
し
て
欲
し

い
。た
と
え
ば
、以
前
60
年
代
を
研
究
し
て
い
た
筆
者
と
し
て
は
、

大
学
紛
争
前
に
は
「
ノ
ン
ポ
リ
」
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
れ
て
い
な
く
て
も
、「
非
政
治
（
的
）」
や
「（
政
治
的
）
無
関

心
」
と
い
う
似
た
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
「
非
政
治
／
政
治
的
無
関
心
／
ノ
ン
ポ
リ
」
を

打
ち
込
ん
で
み
る
と
、
あ
た
か
も
「
非
政
治
」
や
「
政
治
的
無

関
心
」
に
代
わ
っ
て
「
ノ
ン
ポ
リ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た

か
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
く
る
［
図
２
（
上
）］。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
「
非
政
治
」
や
「
無
関
心
」
が
急
減
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
雑
誌
デ
ー

タ
は
90
年
代
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
図
書
の

デ
ー
タ
が
69
年
か
ら
急
減
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
の
総
量
が
減
少

し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
60
～
70
年
代
の
推
移
を
み
る
と
き
に

は
雑
誌
の
デ
ー
タ
に
絞
っ
て
検
索
す
る
と
よ
い
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
政
治
的
に
無
関
心
な
層
に
つ
い
て
調
べ
た
い
な
ら
、「
ノ

ン
ポ
リ
」
と
い
う
言
葉
よ
り
「
非
政
治
」
や
「
無
関
心
」
と
い
っ

た
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
調
査
を
進
め
た
方
が
よ
さ
そ
う

な
こ
と
も
分
か
っ
て
く
る
［
図
２
（
下
）］。
手
軽
だ
け
れ
ど
強

力
な
こ
の
ツ
ー
ル
が
、興
味
本
位
で
も
、研
究
の
お
供
と
し
て
も
、

広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

                                                                                                                                                 　連載　ＮＤＬ Ｎｇｒａｍ Ｖｉｅｗｅｒを使ってみました

▲検索対象：雑誌

図２　「非政治 /政治的無関心 /ノンポリ」の検索結果

▲検索対象：図書・雑誌
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京
都
府
精
華
町
に
あ
る
関
西
館
で
は
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
以
降
に
学
位
を
授
与
さ
れ
た
、
お
よ
そ

60
万
件
の
日
本
の
博
士
論
文
を
所
蔵
し
て
い
る
。
文
部
省

で
保
管
さ
れ
て
い
た
博
士
論
文
が
昭
和
10
（
１
９
３
５
）

年
に
帝
国
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
以
降
、
継
続
し
て
同
館

で
受
入
れ
、
戦
後
は
当
館
に
引
き
継
が
れ
た
。
国
内
の
博

士
論
文
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。　

　

１
件
の
博
士
論
文
は
、
複
数
の
主
論
文
や
副
論
文
、
参

考
論
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
当
館
で
は
、

散
逸
し
な
い
よ
う
に
１
件
ず
つ
封
筒
に
入
れ
て
保
存
し
て

い
る
。
上
製
本
、
こ
よ
り
や
ス
テ
ー
プ
ラ
ー
留
め
の
手
書

き
原
稿
、
雑
誌
の
抜
き
刷
り
な
ど
多
種
多
様
な
形
態
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
古
い
博
士
論
文
の
中
に
は
、
判
型
の
違
う

用
紙
を
一
緒
に
綴
じ
込
ん
だ
も
の
、
横
綴
じ
と
天
綴
じ
を

一
緒
に
Ｔ
字
状
に
綴
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
な
ど
も
見

ら
れ
る
。
戦
後
間
も
な
い
帝
国
図
書
館
時
代
末
期
に
は
、

混
乱
の
中
、
二
つ
折
り
や
紐
で
縛
っ
た
状
態
の
ま
ま
、
床

に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
後

直
後
ぐ
ら
い
ま
で
の
も
の
は
酸
性
紙
も
多
く
、
劣
化
が
進

ん
で
い
る
。
保
存
と
利
用
の
両
立
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化

は
急
務
で
、
現
在
そ
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
な
か
な
か
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
で
あ
る
。

　

作
業
は
、
封
筒
か
ら
資
料
を
取
り
出
し
、
冊
数
を
確
認

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
１
枚
１
枚
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
撮
影
サ
イ
ズ
や
撮
影
予
定
枚
数
を
記
録
し
つ
つ
、
破
損

や
劣
化
の
状
態
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

し
や
す
い
状
態
に
整
え
て
い
く
の
だ
が
、破
れ
て
い
た
り
、

茶
色
く
変
色
し
て
触
れ
る
と
木
の
葉
の
よ
う
に
割
れ
て

い
っ
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
。
シ
ミ
や
カ
ビ
の
跡
が
残
っ

て
い
る
、
図
版
と
し
て
貼
ら
れ
た
写
真
同
士
が
く
っ
つ
い

て
い
る
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の
劣
化
で
剥
が
れ
落
ち
て
い

る
、折
り
癖
が
戻
ら
な
い
、ス
テ
ー
プ
ラ
ー
の
針
や
ク
リ
ッ

プ
が
錆
び
つ
い
て
紙
を
傷
め
て
い
る
、
等
々
、
劣
化
の
状

況
も
ま
た
多
種
多
様
で
あ
る
。
破
れ
は
補
修
し
、
カ
ビ
の

痕
跡
は
紙
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
拭
く
、
剥
が
れ
落

ち
た
写
真
は
糊
で
貼
り
直
す
、
圧
し
て
平
ら
に
伸
ば
す
、

錆
び
た
針
や
ク
リ
ッ
プ
は
取
り
除
い
て
ス
テ
ン
レ
ス
針
や

糸
で
留
め
直
す
…
…

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
人
の
貴
重

な
研
究
成
果
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
し
て
、
今
日
も
ひ
た
す
ら
錆
び
た
針
を
抜
き
続
け
る
の

で
あ
る
。

（
文
献
提
供
課 

閲
覧
係　

錆
山
）

博士論文デジタル化の
片隅で

酸性紙の封筒に収納されていた博士論文。
右下は取り除かれたステープラーの針。
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 蘭字 　知られざる
 輸出茶ラベルの世界 
 齋田記念館特別展
齋田記念館　編・刊
2020.8　81p ; 26cm
<請求記号  DH432-M47>

　

安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
の
開
港
以
降
、

日
本
と
海
外
と
の
貿
易
が
拡
大
し
て
い
き
ま

す
。
幕
末
期
の
日
本
の
輸
出
品
は
、
第
１
位

が
生
糸
で
あ
り
、
第
２
位
が
お
茶
で
し
た
。

明
治
期
に
も
、
政
府
が
茶
の
輸
出
を
奨
励
し

た
こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
茶
が
生
産
さ
れ
、

海
外
市
場
へ
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
に
あ
る
齋
田

記
念
館
の
特
別
展
「
蘭
字—

知
ら
れ
ざ
る
輸

出
茶
ラ
ベ
ル
の
世
界—

」
の
図
録
で
す
（
特

別
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
拡

大
に
よ
る
延
期
を
経
て
、
２
０
２
１
年
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
）。
タ
イ
ト
ル
の
「
蘭
字
」

と
は
、
輸
出
用
茶
箱
の
側
面
に
貼
ら
れ
た
ラ

ベ
ル
の
総
称
で
す
。
蘭
字
に
は
、
茶
の
種
類

や
ブ
ラ
ン
ド
、
等
級
、
産
地
、
輸
出
商
社
な

ど
が
主
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
載
さ
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
柄
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

蘭
字
の
魅
力
の
一
つ
は
、
そ
の
美
し
い
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
桜
や
富
士
山
、
人
力
車
や
着

物
姿
の
女
性
な
ど
、
日
本
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
絵
柄
が
、色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
輸
出
先
の
米
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
な

じ
み
の
あ
る
、
西
洋
の
建
築
物
や
飛
行
機
、

ト
ラ
ン
プ
な
ど
も
、
描
か
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
見
て
み
る
と
、
文
字
の
書
体
や
四
方
を
囲

む
飾
り
罫け
い

な
ど
も
、緻
密
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

本
書
全
体
を
通
し
て
、
蘭
字
の
美
し
い
世
界

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
蘭
字
は
、
見
て
楽
し
い
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
茶
輸
出
の

歴
史
を
伝
え
る
、
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま

す
。
第
２
章
で
は
、
蘭
字
の
記
載
か
ら
、
現

在
も
茶
の
産
地
と
し
て
著
名
な
静
岡
県
の
他

に
、
三
重
県
四
日
市
市
や
新
潟
県
村
上
市
に

お
い
て
、
紅
茶
や
緑
茶
が
生
産
さ
れ
、
輸
出

さ
れ
て
い
た
歴
史
を
読
み
取
っ
て
い
ま
す
。

　

産
地
で
生
産
さ
れ
た
茶
は
、
当
初
、
横
浜

や
神
戸
な
ど
の
居
留
地
に
あ
っ
た
外
国
商
館

を
通
じ
て
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
第
３
章
で
は
、
蘭
字
か
ら
読
み
取

れ
る
、
居
留
地
の
外
国
商
館
の
沿
革
や
活
動

な
ど
が
、
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

茶
の
最
大
の
輸
出
先
は
、
世
界
最
大
の

コ
ー
ヒ
ー
消
費
大
国
で
も
あ
る
米
国
で
し

た
。
第
４
章
や
解
説
論
文
で
は
、
米
国
の
博

物
館
や
公
共
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
蘭

字
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
資
料
な
ど

か
ら
判
明
し
た
研
究
成
果
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
８
章
で
は
、
蘭
字
の
話
に
加
え

て
、
今
日
の
齋
田
記
念
館
に
つ
な
が
っ
た
齋

田
家
が
、
現
在
の
世
田
谷
区
の
地
域
で
茶
園

を
営
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
米
国
に
お
け
る「
贋
茶
輸
入
禁
止
条
令
」

制
定
へ
の
対
応
と
し
て
の
茶
業
組
合
の
設

置
、
製
茶
技
術
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
、
茶

業
界
全
般
に
も
関
わ
る
興
味
深
い
内
容
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
蘭
字
と
い
う
も
の
を
通
し
て
、

日
本
の
茶
輸
出
の
歴
史
を
鮮
や
か
に
描
き
出

し
て
い
ま
す
。
お
茶
が
好
き
な
方
か
ら
、
歴

史
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が
あ
る
方
ま
で
、
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い

１
冊
で
す
。               　
　
　

 （
杉
野 

晟
也
）
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韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
23
回
業
務
交
流

　

７
月
24
日
か
ら
29
日
ま
で
、
国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
韓

国
国
立
中
央
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｋ
）
と
の
業
務
交
流
が
行
わ
れ
、

Ｎ
Ｌ
Ｋ
か
ら
イ
・
ス
ミ
ョ
ン
（
李
樹
明
）
知
識
情
報
運
営
部
長

を
団
長
に
、
チ
ェ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
（
崔
允
瓊
）
知
識
情
報
管
理

部
国
家
書
誌
課
司
書
事
務
官
、
イ
・
ヨ
ン
ス
（
李
演
洙
）
知
識

情
報
管
理
部
資
料
保
存
研
究
セ
ン
タ
ー
学
芸
研
究
士
の
３
名
の

代
表
団
が
来
日
し
ま
し
た
。

　

東
京
本
館
で
は
、
ま
ず
基
調
報
告
と
し
て
、
両
館
の
現
況
と

課
題
に
つ
い
て
双
方
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。
次
の
「
次
世
代
書

誌
言
語
の
導
入
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
韓
国

か
ら
は
「
国
家
書
誌
２
０
３
０
」
計
画
に
つ
い
て
、当
館
か
ら
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
書
誌
デ
ー
タ
作
成
・
提
供
計
画
２
０
２
１-

２
０
２
５
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
デ
ジ
タ
ル

資
料
の
長
期
保
存
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
韓

国
か
ら
は
、
所
蔵
す
る
デ
ジ
タ
ル
媒
体
の
状
態
評
価
及
び
保
存

処
理
や
、
長
期
保
存
戦
略
に
つ
い
て
、
ま
た
、
当
館
か
ら
は
、

デ
ジ
タ
ル
資
料
の
長
期
的
な
保
存
と
利
用
の
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
疑
応
答
で
は
、
両

館
の
今
後
の
課
題
や
展
望
に
関
し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
館
に
場
所
を
移
し
て
業
務
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

 

第
16
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

８
月
２
日
、
第
16
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
11
名
の
ほ
か
、
館
長
、

副
館
長
、
幹
事
等
職
員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
館
か
ら
「
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備

基
本
計
画
」
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
質
疑
お
よ
び
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
で
は
、
黒
橋
委
員
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
、
竹
内
委
員
長
代
理
か
ら
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
時

代
に
お
け
る
大
学
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
話

題
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

��

・�

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
大
幅
な
追
加
提
供
や
全
文
テ
キ
ス
ト

の
検
索
の
本
格
実
施
な
ど
、
計
画
の
大
き
な
進
捗
が
確
認

で
き
た
。
国
民
の
知
識
基
盤
と
し
て
一
層
の
進
展
を
図
り

な
が
ら
、
教
育
機
関
等
で
の
利
活
用
方
法
の
提
案
な
ど
の

取
組
に
も
期
待
し
た
い
。

��　

�

・�

情
報
化
か
ら
更
に
進
ん
だ
知
識
化
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
新
し
い
技
術

は
、
そ
の
基
盤
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

図
書
館
の
在
り
方
を
見
据
え
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

図
書
館
は
、
人
び
と
が
そ
の
知
識
基
盤
を
使
い
こ
な
す
た

め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
培
う
た
め
に
、
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

�

韓国国立中央図書館代表団と基調報告出席者韓国国立中央図書館代表団と基調報告出席者

第16回科学技術情報整備審議会第16回科学技術情報整備審議会
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科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
５
年
８
月
２
日
現
在
）

委
員
長

　
�

安
浦　

寛
人�

�

九
州
大
学
名
誉
教
授
／
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所

理
事
長�

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也�

千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

浅
川　

智
恵
子��
日
本
科
学
未
来
館
館
長�

　

大
隅　

典
子��

�

東
北
大
学
副
学
長
、
附
属
図
書
館
長
、
大
学
院
医

学
系
研
究
科
教
授

　

奥
野　

真�
�

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興
局
及

び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

黒
橋　

禎
夫��

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所

長

　

小
口　

正
範��

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

佐
藤　

義
則�

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

戸
山　

芳
昭��

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

橋
本　

和
仁��

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子��

�

東
京
大
学
理
事
・
副
学
長
、
大
学
院
総
合
文
化
研

究
科
・
教
養
学
部
教
授

　

村
山　

泰
啓�

��

情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
・

研
究
統
括
、
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
長

　

渡
部　

泰
明��

�

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

　�

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�

ホ
ー
ム�>

事
業
紹
介>

資
料
の
収
集>

科
学
技
術
情
報
整
備>

科
学
技

術
情
報
整
備
審
議
会

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.htm

l

第
38
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
18
回
納
本
制
度

審
議
会
代
償
金
部
会

　

９
月
１
日
、
第
38
回
納
本
制
度
審
議
会
お
よ
び
第
18
回
納
本

制
度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
委
員
12
名
が
出
席
し
、
令
和
５
年
７
月
１
日
付

け
で
、
委
員
の
委
嘱
お
よ
び
代
償
金
部
会
に
所
属
す
る
委
員
の

指
名
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
斎
藤
誠
委
員
が
互
選
に

よ
り
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
会
長
は
、
田
村
善
之
委

員
を
会
長
代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
出

版
物
納
入
状
況
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
制
度
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
代
償
金
部
会
に
は
委
員
６
名

が
出
席
し
、
奥
邨
弘
司
委
員
が
互
選
に
よ
り
部
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
奥
邨
部
会
長
は
、
江
上
節
子
委
員
を
部
会
長
代
理

に
指
名
し
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
５
年
９
月
１
日
現
在
）

会
長

　

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

　

田
村　

善
之　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

委
員

　

伊
藤　

真　
　
　

弁
護
士

　

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
名
誉
教
授

　

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

　

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

　

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

　

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授

　

仲
俣　

暁
生　
　

大
正
大
学
表
現
学
部
表
現
文
化
学
科
教
授
／
公
益

社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
知
的
財
産
権
委
員�

　

中
村　

史
郎　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

　

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

堀
内　

丸
惠　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

　

村
松　

俊
亮　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

　

山
崎　

隆
広　
　

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
文
化
情
報
学
科
教
授

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

　

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
伊
藤
真
、
小

野
寺
優
、
根
本
彰
、
堀
内
丸
惠
、
村
松
俊
亮

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム>

資
料
の
収
集>

納
本
制
度>

納
本
制
度
審
議
会

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm
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新
刊
案
内

令
和
４
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

「
子
ど
も
に
本
を
手
渡
す
―
児
童
文
学
基
礎
講
座
」

子
ど
も
の
本
の
現
在
（
い
ま
）
―
何
を
い
か
に
選
ぶ
か

日
本
児
童
文
学
の
現
在
―
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
生
き
さ
せ
ら
れ

る
子
ど
も

海
外
児
童
文
学
の
現
在
―「
人
種
・
民
族
」「
階
級
・
階
層
」「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
か
ら
考
え
る
子
ど
も
の
本

絵
本
の
現
在
―
普
遍
性
と
現
代
性
を
考
え
る

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
紹
介

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
９
７
号

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
政
権
移
行
法

Ｅ
Ｕ
の
最
低
賃
金
指
令

２
０
２
２
年
イ
タ
リ
ア
上
院
規
則
改
正
―
議
員
定
数
削
減
へ

の
対
応
等
―

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
緊
急
事
態
法
制
―
戦
争
等
の
場
合
を
中
心

に
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
７
２
号

景
観
法
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題

我
が
国
の
海
岸
保
全
の
現
状
と
課
題
―
砂
浜
の
保
全
を
中
心

と
し
て
―

超
過
利
潤
税
の
論
点
と
事
例

宿
泊
税
の
導
入
に
伴
う
経
済
的
な
影
響
と
そ
の
背
景

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
７
３
号　

サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
動
向
と
そ
の
背
景
―
１
９
９
６
～

２
０
２
２
年
―

主
要
国
に
お
け
る
違
憲
審
査
機
関
の
構
成
員
の
選
任
―
最
高

裁
判
所
・
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
等
を
対
象
と
し
て
―

英
国
の
大
臣
規
範
の
動
向
―
２
０
２
２
年
の
改
定
を
中
心
に

―
国
家
公
務
員
の
官
民
人
事
交
流
―
制
度
及
び
実
態
の
日
独
比

較
―

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
５
７
号　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
図
書
館
：
米
国
に
お
け
る
動
向

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
公
共
図
書
館
：
米
国
・
英
国

の
取
り
組
み
事
例
か
ら

グ
ル
ー
プ
討
議
を
中
心
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
事
例
報

告
：
国
立
情
報
学
研
究
所「
大
学
図
書
館
員
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ

総
合
研
修
」

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

査
読
は
無
償
で
あ
る
べ
き
か
？

自
治
体
発
行
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
収
集
：
近
年
の
公
立
図
書

館
の
取
組
を
中
心
に

<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

日
本
の
公
立
図
書
館
に
お
け
る
経
営
形
態
：
２
０
１
６
年
以

降
の
動
向
を
中
心
に

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
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館
協
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